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エ ッ セ イ

道 具 と して の 機 械 翻 訳

松下電器産業株式会社 取締役開発本部長 長 澤 雅 浩

   商品の研究開発に携わる者として、常に、心に留

  め置いていることは、 「お客様の声を聴 く」という

   ことです。

    しか し、お客様は、商品が使われる現場のことは

  熟知されていても、どのような技術があり、その技

  術を生活や仕事の改善にどのように役立てることが

  できるのかは技術の専門家ではありませんのでご存

   じではありません。

・   このため,お 客様のニーズの多くは潜在化 し、声

  や文字として表現されることは滅多にありません。

   そこで我々は 「お客様の声を聴 く」ために実際に

  現場へ出向き、潜んだニーズを掘 り起こすことを心

  がけているわけです。

 この2っ のアプローチは機械翻訳システムにも当

てはまるようです。

 機械翻訳システムをあくまで翻訳作業用の道具と

するアプローチでは、計算機が手助けできる潜在ニ

ーズは意外と多くお客様の周辺から見っかるのでは

ないでしょうか。

一方、人間なみの翻訳能力を持つ機械翻訳システ

ムについては、適用先を限定した利用を続けなが ら、

アルゴリズムの研究を含めた息の長い明日への取組

みを続ける必要があると思います。家電製品のよう

に幅広 く使われる商品として花開くにはまだ相当の

時間がかかりそうです。

 計算機利用技術の一つである機械翻訳の研究開発

においても事情は同じだと思います。

 技術者は、複数の言葉を読み書きしなければなら

ないお客様の現場の実態を充分に把握した上で、そ

の作業を改善するための画期的な道具を提案 して行

くべきです。

   機械翻訳の研究開発を考える前に、計算機利用技

  術の歴史に見え隠れする2つ の研究開発アプローチ

  を整理 してみますと、一つは、計算機を、人間の作

● 業を手助けす、道具として活用するアブ。一チ砿

  例えば、エディタや帳票計算プログラムなどはその

  代表例です。

 もう一っは、計算機に人間の思考能力を代行させ

るアプローチで、計算機はユーザの思考能力そのも

のを補 うように設計されています。ただ残念なこと

に人間の思考能力を実現 しているアルゴリズムはま

だ解明されておりませんので、限られた範囲で人間

の思考を真似るような利用が一般的です。例えばエ

キスパー トシステムがそうです。

以上のことから考えますと、機械翻訳に取り組む

技術者は、今日のニーズである、 「道具としての機

械翻訳」はどうあるべきかをしっか りと 「お客様に

聴き、潜在ニーズをっかむ」ことを心がけるべきだ

と考えます。

機械翻訳協会は、技術を知悉した技術者と翻訳現

場の方々が一堂に会 して,語 り合える極めて有用な

組織だと思います。活発な議論や情報交換を通 じて、

言語や文化の壁を乗り越えた今までには無かった道

具類のアイデアが次々と生み出されるのではないで

しょうか。

 今後、通信技術などの発展に伴い、海外との複数

言語によるやりとりは更に頻繁になることは間違い

ありません。

 当社の社是 「世界文化の進展に寄与せんことを期

す」にも正に合致する翻訳技術が,世 界中の対話を

支える文化として近い将来認知されることを期待し

てやみません。
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ヒア リング

ユ ー ザ 主 導 の 機 械 翻 訳

凸版印刷 生産技術研究本部 DE部 仁 井 正 治

《現行機械翻訳システムとユーザの立場》

 私 どもはあるメーカの英日機械翻訳システムを

使ってお りますが、どうも使い勝手が悪く扱い難

い、ということを感 じております 。その原因を考

えると共 に、ユーザとして対応できる方法はない

のかと、色々考えた結果、ユーザの立場に立った

機械翻訳システムを、私ども自ら研究開発するの

が一番良い、との結論に達 しました。それによっ

て研究開発しましたのが、これからその概要を説

明いたします 「ユーザ主導型機械翻訳システムT

OPTRAN」 です。

 市販の機械翻訳システムを使用 していて、非常

に問題になったことは、システムがメーカの論理

に基づいて設計 されており、翻訳能力の向上は、

システムに内蔵 された文法規則や構文規則などの

規則に依存 していて、私 どもユーザは何もできな

いということです。翻訳能力の向上はメーカの研

究開発者でないと行えないので、私どもはユーザ

の立場から、メーカに種々の改善要求を出します。

メーカの方では 、その都度規則を増や して対応 し

てくれるのですが、時には規則同志が干渉 しあっ

て、要求 したものは良くなるが、それまで良かっ

た他のものが全く駄 目になる、ということが起き

て、次第に対応 してくれなくなります.

 もう一っは訳文を生成する時に、不自然な言い

回 しになることが多いことです。内容さえ分かれ

ば良いというのであれば、それでも良いのですが、

私 ども印刷会社のような所では、翻訳 したものを

印刷物にしなければならないので、自然な表現で

ないと非常に困るのです.

 それから前編集、後編集の場合に、品詞指定、

書き換え、分割 、訳語選択など、機械の都合に合

わせた操作を行わなければなりません。余計な事

をや らねばならない、と第一線の翻訳者はこれを

嫌うのです。機械の都合のために余計なことをし

なければならないのなら、機械を使わないで自分

で翻訳 した方が早い、と言 うのです 。前編集に要

する労力に対 して、得る結果は甚だ小さく、思っ

たようには良くならないというのが普通です。勿

論良い結果を得るケースもありますが。このよう

なことから、第一線の翻訳者は、機械翻訳システ

ムを使いたがらないのが現状です 。 後編集の結果

は、次の翻訳に反映されません。最近はメーカで

改良が加えられてきて、後編集の結粟を生かすこ

と醗 ζ護 鐸 畿 騨 堪 奪垂●

でない、ユーザの立場に立ったユーザ主導型の英

日 ・日英機械翻訳システムTOPTRANを 、研

究開発 したのです。

《ユーザ主導の機械翻訳》

 それでは、ユーザ主導型として、どのようなシ

ステムが求められているのか、第一線の翻訳者の

意見をまとめてみますと、次のようになります 。

(1)仮に完全翻訳が不可能でも、下訳 として使用

  可能な翻訳品質であること。一一既存の機械

  翻訳システムは、完全な翻訳を目指すために

  システムのアルゴリズムが複雑になって、か

  えって不自然な訳文を生成 しています。実際

  の翻訳作業では、人間がやる場合でも、どし

  どし赤を入れて行くもので、必ずネイティブ

  夷茎認芝鞭 離 宅徹 ζ膀裏自●
  然な表現が多い場合には、翻訳が少々不十分

  であっても構わない、というのが第一線の翻

  訳者の意見なのです。

 {2〕機械翻訳システムの内部を知らない普通の翻

  訳者が、システムの翻訳能力を向上させられ

  ること。一一市販のシステムは、文法規則に

  基づいて翻訳を行うので、構文的に綺麗な原

  文は、綺麗に翻訳できるようになっています

  が、実際の翻訳では、構文的に綺麗な原文は

  少ないのが現実です。日本人が英語で書く論
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     文などは、文法的にきちんとした文章なので、

    綺麗な訳が出ることはありますが、通常の私

     どもが翻訳 しなければならない英語では、先

     ずこれはありません。

   (3)度 後編集を行うと、それを学習 して、次か

     らは、同一文に関 しては同一の訳文が出力で

     きることも可能なこと。一一最近、市販の機

    械翻訳システムでは、対応されっつあります

    が、まだまだ不十分 といえます。

   (4〕前編集等 、人手翻訳で行わない作業は行わな

     くて済むこと.

   f5)システム操作性は、ワープロのレベルである

     こと。一一現在 、ほとんどの翻訳者は、ワー

     プロを使って訳文を作成 しています 。勿論、

    お年寄 りの大学教授で、ペンを使って原稿用

    紙に書かれる方もいらっ しゃいますが、その

・     ような方は、ごく僅かなのが実状です。ワー

     プロは必需品として利用されていますので、

     システムの操作がワープロ並であれば、翻訳

    者にすんな りと受け入れて貰えるのです。

  《EBMT方 式》

   ユーザ主導型の機械翻訳システムは、どのよう

  な機能を持たなければならないかが分かりました

  が、どのようにすればシステムが実現できるのか、

  ということになります。私 どもは、その方式とし

  て、事例べ一スの機械翻訳方式(Example-Based

  Machine Translation:EBMT)に 着目しました。

  EBMTと いう言葉は、最近話題になっておりま

  すので、既にご承知だとは思いますが、後の説明

  の関係上、EBMTの 特徴を、おさらいの意味で、

  説明します。

   (1)ある文の翻訳を行う時、それとよく似た文の・    翻訳例を見っけ、それを模倣することによっ

    て翻訳を行 う。

   (21新しい翻訳例を追加 していくだけで、翻訳能

    力を向上させることができる。

   〔3)人間の訳した翻訳例を真似ることによって、

    こなれた訳 を出力できる。

《TOPTRANの 目指す方向》

 先程、私どもが、ユーザ主導型機械翻訳システ

ムをどのように考えれば良いのか 、第一線の翻訳

者の意見をまとめて説明 しましたが、実はそれら

の意見は、調査研究の結果、このEBMTの 考え

方につながるものであることが分か りました。そ

こで私 どもは、EBMT方 式の機械翻訳システム

を、研究開発することにしました。私 どものシス

テムは、Toppan Translation Database Systemを

略称 してTOPTRANと 名付けております。

Databaseと いう言葉が加わっているのは、ただ単

なる翻訳システムではな く、データベース志向の

翻訳システムである、という位置付けだからです。

その目指す方向は、これはあくまで理想であり、

いまだ完成されたものではありませんが、次のよ

うになります.

(t)翻訳能力を向上させるには、対訳データを学

  習させれば良い。

(2〕翻訳作業時 、前編集は行わなくても良い。

  一一勿論、制限言語などは不要です。

(3)後編集 した結果は、つぎの翻訳時に反映され

  る.

ω 翻訳品質は、第一線の翻訳者の下訳として使

  えるものであれば良く、必ず しも完全翻訳を

  目指さない。一一いま、私 どもを初め として、

  国内外で 「事例べ一ス」ということで色々な

  研究開発が行われていますが、私 ども以外は、

  どの発表を聞きましても、完全翻訳を目指 し

  て研究開発されているように思えます 。これ

  だけ多くの研究開発が行われているのに、何

  が原因で、プロトタイプのシステムでさえ、

  未だに開発されないのか、その原因がここに

  あると思ってお ります。私 どもは、必ず しも

  完全翻訳を望んではおりません。勿論、完全

  翻訳で出力される場合もありますが、うまく

  行かない場合もあります。私 どもは、翻訳者

  が下訳 として使えれば良い、というシステム

  を前提にしています。

(5)システムの操作性は、ワープロのレベルであ

  れば良い。

(el英日、日英の双方向の翻訳を可能とす る。

《TOPTRANの 特徴》

 以上が目指す方向ですが、次に、私どもが今ま

でに具体化 した、TOPTRANの 機能について

説明します。
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■対訳登録

 対訳登録 とは、英文、邦文のペアをデータベー

スに登録することをいいます。勿論、対訳登録す

るのは、文でなくて、単語でも構いません。対訳

登録 しますと、英語 または日本語の翻訳原文で、

対訳登録 されている文と全 く同じ文が来れば、そ

れを使ってそのまま翻訳できる状態になります。

 対訳登録では、オペレータは英文と邦文のペア

を用意 して、システムに登録指示を出すだけで、

対訳データベースに対訳データが登録されます。

この時のデータベース ・キーは、英語と日本語の

形態素解析結果 と文字列、品詞情報その他、及び

パーツ解析(構 文解析ではない)と いう概念に基

づいた、解析結果を使用 して作成され、自動的に

付加されます.「 図1 同一ファイル内の対訳登

録例」は、一つのファイルの中に英語 と日本語の

ペアがある場合で、これは英語、日本語の順にな

っていても良く、またその逆に日本語、英語の順

になっていても良いのです。例えば、ファイルの

中にSelectively plated With… と 「6,3,1の項

の計測方法により… 」がペアで入っているとしま

す。システムがこれを読み込みますと、英語と日

本語の形態素解析を行って、未登録語のチェック

を行い、対訳 と共に、その結果を画面に表示 して

きます。対訳に、形態素解析の辞書にない単語が

あれば、 「英語未登録語:」 、または、 「日本語

未登録語:」 の次の欄に、その単語が表示されま

す。それに対 して、マルチ ・ウインドウのシステ

ムであれば、他のウインドウから、辞書ユーティ

リティを使用 して、未登録語を辞書登録すると、

これが消えます。消えた時点で、 「コマンド〉」

の所に 「d」 を入力すると、対訳データが、自動

的にデータベースに登録されます。オペレータの

やることは、これだけです。

 マルチ ・ウイン ドウでないシステムの場合は、

英語を登録するコマ ンドを入力すると、対訳登録

ウインドウが変わって、英語の辞書登録ウインド

ウになり、日本語を登録するコマ ンドを入力する

と、日本語の辞書登録ウインドウになります。未

登録語の辞書登録が終わると、もとの対訳登録ウ

インドウに戻り、データベースに登録することが

できます。
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コマンド》

英騒未量録膳:

日本晒未,録 隠:

図1 同一ファイル内の対訳登録例

 英語 と日本語がベアで入っているのは極めて稀

で、通常の場合は違うファイルに入っているケー

呑鷺ご掌;讃襯 灘錦華粥 事罎●
トあるいは社内から、翻訳部門に送 られて来 ます 。

これを受けた翻訳者は、人手翻訳の場合、原文を

見て英文ワープロでどんどん翻訳文を入力 してい

くことにな ります。英語データがファイルで送ら

れて来ると、それを翻訳者が見て、日本語ワープ

ロで訳語を作って行く、これが人間翻訳の普通の

や り方です。通常のファイルは、日本語と英語の

ファイルが分かれているのです 。勿論 、原文が紙

に書かれていて、人手だけで翻訳を行 う場合 、原

文をいちいちファイルに入力することはありませ

んが、対訳データの収拾のために、翻訳者たちは、

暇なときに、原文をファイル入力 してくれていま

す。

 英文と邦文が別々のファイルに入っている場合、

英語のファイル名と日本語のファイル名を入力 し

ますと・ ・図・ 異なるフ・イルの鮒 例・のよ●

うに、英語は左側に、日本語は右側に表示される

と共に、システムが勝手に推測 して英文と邦文を'

対応させ、それぞれの先頭に表示 し、 「対訳登録

しますか?」 と聞いて来ます。対応 しているとき

「y」 と入力すれば、そのままデータベースに対

訳登録されます 。対応が間違っていて、例えば、

先頭に表示されている英文ではなく、次の英文が、

先頭に表示されている邦文と対応 している場合 、

「e」 を入力すれば、次の英文が一つ上に上がっ

て先頭に表示されます。何故これをやるか といい
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H ヘルブ   英iers号 覗 郷文文番号覗         訳文紐鎌中

71

32

L::二111

:、1:ndlnn e..、.

畠Un`6

D●轟「亀hC

tor, fr

・11n{

亀 二

plattd ulth● 重皿 重●u■

o lnch■3 0「 511・ ●「 on

   e.3.1の 唄の計測方濠により、ボンデ

   ィングさnay分 に国メッ」卜自`最匠150
auIn マイクロインチの厚さで郎分メッ妥が侮さ

   れていること.

L: D● unl「OA !鳳

昌編oo【h, eriine 且n

fro璽offal●r3・

d l  d  1  口o馬

 db  ヒ

33Th●r● 3h4U b●no● 翼po8●a b邑 菖■

 ●ot己i.

34 COPP●r 5しr二k● undor ,L邑 し且㎎

 3h匿 止:bG unllon!n亀PP■ 邑鳳nc●,

メッキは、見r_目 に均一で.濁 らかで、光

沢め冨あo,ブ リスター.朝 盟、こr、 麦e

、不純物、ムラmt,っ たりしてはなら4い

塞たべ一スの盆属め1露出してはならない.

メ7キ の下の鯛の塊金は、見た目に均一で

、滑らかで.跡 つブリスターや.罰 躍.巽

色.不 純物があってはならをい.

 ㌶訳盤鰍 し塞すか? Il/o/9ノ●!ヒ!r!D!`!t/D!h/1/d/CJ

     図2 異なるファイルの登録例

・
  ますと、一つの邦文に対 して二つの英文、あるい

  は三つの英文が対応 していたり、一つの英文に対

   して、いくつかの邦文が対応 しているような場合、

  自動的に対応づけることは不可能ですので、オペ

  レータが見て、その組み合わせを判断 し、操作す

  ることになります。その結果が良ければ、 「y」

  を入力すると、データベースに対訳登録 されます.

  これ以外 にも、文を、分割 したりくっつけたりす

  る機能を、備えています。

   以上が対訳登録の例ですが、対訳登録 したデー

  タは、完全に一致する原文の翻訳にしか、使用で

  きません。実際の翻訳では、全く一致する場合は

  余 りなく、かなり違うとか、良く似ていても、ど

  こか違 うのがほとんどです。このような場合のた

  めに、データベースに蓄積 したデータを使えるよ

  うにするのが、対訳学習なのです。そして、これ

・  ら学習された結果を組み合わせて、訳文を生成す

  るのが翻訳なのです。

■対訳学習

 登録された対訳の英文、邦文それぞれを、単語

レベル、句レベル、また文レベルに互いに対応可

能な大きさに分解 します。この分解したものを対

訳パーツと呼びます。英語の対訳パーツ、日本語

の対訳パーツで対応可能なものを、システムが今

までの学習結果 とパーツ解析結果をもとに推論 し

て、自動的に対応 させて表示 してくれます。オペ

レータは、その表示を見て正 しければ学習指示を

行い、正 しくなければ修正操作を行います。 「図

3 対訳学習例」は、対訳登録の例で説明 した対

訳 を 、学 習 させ る場 合 の 例 で 、 この 例 を 使用 して 、

対 訳 学 習 の 方 法 を 説 明 し ます 。

 シス テ ム に対 して 登 録 命 令 を 出す と、 シ ス テム

は 内 部 で 自動 的 に 固 有 番 号 を対 訳 デ ー タ に付 与 し

ます 。例 え ば これ が3Q48番 と しま す と 、対 訳 を

学 習 す る段 階 で 、こ の3646と い う 番号 を 入力 し

ます 。3646が 入 力 さ れ る と、 シ ス テム は 、3646

文 の 、対 訳 デ ー タ とパ ー ツ ・リ ン ク情 報 を表 示 し、

「リン クOK? (r/n)」 と表 示 して き ます
。こ れ

は 、selectively platedと 「部 分 メ ッキ が 施 さ

れ て い る こ と」 とい う部 分 が 対 応 します か 、 と聞

い て き て い る ので す 。更 に 、minimum。tに 対 し

て 「最 低 」 、eicr。 inchesに 対 して 「マ イ クロ

イ ン チの 」が 対 応 します か 、 と聞 い て き て い る の

です 。*印 は 、 シ ス テ ムが 分 か らな い 、 と答 え て

い るの で す 。 この 例 で は間 違 え て は お りま せ んが 、

シ ステ ム が 間 違 っ て表 示 して くる こ とも あ ります 。

 TOPTRANで は 、 「バ ー ツ」 とい う言 葉 を

使 用 して い て 、学 会 な どで 使用 され て い る 「トラ

ン ス レー シ ョン ・ユ ニ ッ ト」 とい う 言葉 を使 い ま

せ ん し、構 文 、 ノー ドとい う言 葉 も 使用 して い ま

せ ん 。な ぜ 使 用 して い な い か とい い ます と 、 この

英 語 と 日本 語 の 対 応 を 、文 法 的 に無 茶苦 茶 にや っ

て い るか らです 。minimum ofに 対 して 「最 低 」 、

is sectionに 対 して は 「項 の 」を 対応 させ てい

ます し 、6.3.1に 対 して は 「6.3,1の 」を 対

応 させ て い ます 。 したが っ て 、 い わ ゆ る 「トラ ン

ス レー シ ョ ン ・ユ ニ ッ ト」 とは 言 え ませ ん し、構

文 、あ るい は 、 ノー ドとい う言 葉 とは 、意 味 が異

な るの で 、使 わな いの で す 。っ ま り これ が こ の シ

ス テム の 味 噌 なの です が 、オ ペ レー タが 、 こ うだ 、

と決 め て や ります と 、そ の 通 りに な ります.そ れ

が この シ ス テム の 大 きな 特 徴 で す 。なぜ こ う い う

こ と をや るか とい い ます と 、直 訳調 な ら良 い の で

す が 、意 訳 調 にな る と 、構 文解 析 な ど、文 法 に忠

実 な 解 析 で は 、実 際 の 翻 訳 を や る と うま く訳 が 出

て き ませ ん 。 こ こ でselectively platedが 、な

ぜ 「部 分 メ ッキ が 施 さ れて い る こ と 」に な る の か

と い う こ と は 、理 屈 で は ない の で す 。要 す る に 、

この 英 語 を 日本 語 に訳 した時 に 、英 語 の ど こが 日

本 語 の ど こ と 、 どの よ う に対 応 す る か 、そ れ が重

要 なの で す 。 した が って 、 この シス テム で は 、敢

えて 「パ ー ツ 」 と い う言 葉 を使 って い ます 。

 シ ス テム は 、 「リ ン クOK? 〔y/n)」 と聞 い て
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き て い ます が 、 この 例 で は 、with、 measured、 as

に っ い て は 、パ ー ツ ・リ ン クが 行 われ て い ませ ん

の で 、 「n」 と答 え て お ります.「n」 が 答 え ら

れ ます と 、シ ス テ ム は 、英 語 と日本 語 そ れぞ れの

パ ー ツ情 報 を 、番号 と共 に 表 示 して き ます 。パ ー

ツ は 、 どの よ うに して作 られ て い る か とい う こ と

は 、 こ こで は 説 明 を 省 略 し ます が 、過 去 に シス テ

ム が 学 習 した結 果 と 、あ る規 則 に 則 っ て 作 られ て

い ます 。 オペ レー タ は こ れ を見 て 、 この 例 で は 、

3番 のWithが 、 な に も対 応 して い な い の で 、英 語

リ ンク の3番Kithに 対 して 、 日本 語 リ ン クの16、

11番 「厚 さで 」を 対 応 させ 、13、14番measured

asも 、 な に も対 応 して い な いの で 、 日本 語 の3、

4、5番 「計 測 方 法 に よ り」 を対 応 させ る よ う に指

示 します.こ れ らの指 示 が 終 わ る と 、 シ ステ ム は 、

今 修 正指 示 さ れ た 結 果 を取 り入 れ て 、再 度 パ ー ツ

・リ ン ク情 報 を 表 示 します 。オ ペ レー タ は 、 自分

の望むバーツ ・リンクが表示されるまで、この操

作を繰 り返すことができます。

 修正指示が終了すると、システムは、リンク情

報すべてを、対訳データベースに書き込んで行き

ます。オペ レータのやることはこれだけです。シ

ステムの内部を知らなくてはなにもできない、と

いうことは一切有りません。

■翻訳

 次に、このような学習結果の惰報を使って翻訳

することになります。前編集の必要はなく、原文

をそのままキー入力、またはファイル入力を しま

す。入力原文に対 して、対訳登録と同 じ方法で、

対訳データベース ・キーが生成されます。生成さ

れたキーをもとに、対訳データベースが検索され、

欝 欝 果幡 近い対訳データ鰍 雪引き ●

第3 6文の学習中
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図3 対訳学習例
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   ここでお断りして置きますが、日本で現在研究

  開発されているEBMT方 式のシステムでは、全

  て 「シソーラス」を使用 しています。が、私 ども

  のシステムでは、シソーラスは一切使っておりま

  せん。その理由は、シソーラスは誰が作るのか、

  シソーラスは万全なのか、という問題が解決 され

  ていないからです 。

   類似度計算結果で一番近い対訳データを引っ張

  ってくるのですが、普通は、翻訳に必要なパーツ

  が、全部揃う訳でも有 りません.足 りないパーツ

  がありますと、次に近い対訳データのパーツを引

  っ張ってきて 、それでも足 りないときは、更に次 ・

  に近い対訳データ、というように、この繰り返 し

  をや り、訳文を生成 していきます.何 か良い例が

  ないかと思い、実際に翻訳を行った文の中を探 し

i  ます と、びっくりするような綺麗な例がありまし

  たので、ここではこの 「図4 日英翻訳例」をも

と に説 明 し ます.

 「ボ ンデ ィ ング され る部 分 に最 低100マ イ ク

ロ イ ンチ の厚 さで 、銀 に よる部 分 メ ッキが 施 さ れ

て い る こ と 」 とい う原 文 を 英語 に翻 訳 す る時 、シ

ステ ム が 類 似 度 計 算 して 、一番 近 い 対訳 デ ー タ を

引 っ張 っ て 来 た の が3646文 で す 。 よく似 て い ま

す が 、 ど こか違 い ます.こ の3646文 の 対 訳 パ ー

ツ ・リ ンク情 報 は 、〈3646文 の パー ツ ・リ ン

ク情 報 〉 に示 さ れ て い る もの で す 。原 文 に あ る も

の を 、 〈使 え るパ ー ツ ・リン ク 〉で 示 され て い る

もの の 中 で探 して 見 ます と 、 「部 分 メ ッキ が 施 さ

れて い る こ と」 「厚 さ で 」 「最 低 」等 は あ り ます

が 「150」 「計 測 方 法 に よ り 」等 は 、情 報が 違 っ て

い た り不 要 で あ っ た り して い ます 。 した が っ て 、

こ れ らを う ま く組 み合 わせ る事 に よ り 、<訳 文>

Selectively plated with… を出 力 して き ます 。

〈原文〉

ボンディングされる部分に最低100マ イクロインチの厚 さで銀 による部

分メ ッキが施 されていること.

<類 似 度 計 算 の 結果 一番 似 て いる 文 一一一>3646文 〉

Selectively plated with minimum of 150 micro inches of
silver on the bonding area, measured as in section 8.3.1.

6.3.1の 項 の計 測 方法 に よ り、 ポ ンデ ィ ング され る部 分 に銀 メ ッキが

最 低150マ イク ロ イ ンチ の厚 さ で部 分 メ ッキ が施 されて い る こ と.

〈3646文 の パ ー ツ ・リン ク情報 〉
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〈一一一一〉 部 分 メ ッキ が 施 さ れ て い る こと
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<訳 文>

Selectively plated with minimum of 100 micro inches of

silver on the bonding area.

            図4 日 英 翻 訳 例
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《システム構成》

 図5はTOPTRANの システム構成図で、 T

OPTRANは 、 「対訳データ登録サブシステム」、

「翻訳サブシステム」、 「辞書管理ユーティリテ

ィ群」により、構成されています。 「対訳データ

登録サブシステム」の機能には、対訳データ登録 、

対訳学習 、登録テス ト、学習テス ト、データベー

ス管理があります 。 「翻訳サブシステム」」の機能

には、英日翻訳 、日英翻訳 、英日翻訳印書、日英

翻訳印書があります。 「辞書管理ユーティリティ

群」の機能には、英和辞書管理 、和英辞書管理 、

英語形態素解析辞書管理、日本語形態素解析辞書

管理、対訳パーツ解析辞書管理、辞書データベー

ス送受信があります.

 図6は 、当社の機械翻訳グループが持っており

ます機器構成です。TOPTRANは 、 NSSU

N・SP2及 びAS4060上 で稼働しています。

《評価基準 と評価結果》

 評価は、NSSUN・SP2上 で行いました。

この資料の数字は古 く、現在では大分変わってお

りますが、それ以後正式な評価を行っていません

ので、この数字で説明 します。

 評価時の対訳データは4,359対 、内、英単語数

は44,533語 、学習対訳バーツは12,268個 で実

験を行いました。

 「実験1」 は、既に対訳データとして学習させ

たのと全く同じ分野の同種のデータを使って、英

文、邦文それぞれ50文 を抽出して行いました。

「実験2」 は、既に対訳データとして学習させた

のと分野は同 じだが、種類の全く異なるデータを

用意 して、同じく英文、邦文それぞれ50文 を抽

出して行いました。

 下訳として使用可能 と認める判断基準は、英日

翻訳の場合、まず第一に、英単語及びフレーズに

対応する日本語訳の表記が、文中で日本語として

自然なこととし、意味が通 じるだけでは不可とい

た しました。市販の英日機械翻訳システムでは、

翻訳できるといっても、出てきた文をよく見ると、

意味は通 じるけれど、日本語としてはそうは言わ

ないよ、という表現が多く見受けられます。TO

PTRANで は、分からなくはないけれども、と

いうのは不可と致 しました。しか し、下訳として

使用可能という基準から、少々、単語とか文節の

順序が狂っでいても良い、また、格助詞その他の

助詞は抜けていた り、間違っていても良い、とし

ました.

 日英翻訳の方も同様に、訳出された英単語及び

フレーズの表記が、文中で英語 として自然なこと

とし、意味が通じるだけでは不可としました。市

販の日英機械翻訳 システムを使って見ますと、変

な英語が出て、このようなことを言うのかな、と

いうことがよくありますが、この類は不可 としま

した。ただし、前置詞at,。n, inな どは抜けてい

ても良い、あるいは間違っていても良い、接続詞

and, orに ついても、抜けていても良い、間違っ

ていても良い、ということを下訳使用可能の条件

としました.

 その結果、原文に対する下訳として使用可能な

秘喉論で「霧贈 錨 騨 囎 覇訳●
で18瓢 、 日英 翻 訳 で12%で した.但 し、 「実 験2」

で は 、訳 が 出て い な い の で は な く 、訳 出 さ れて は

い るが 、自然 さが な い 、意 味 は分 か る けれ ども 、

自 然 で な い 、 とい う もの は全 て落 と した た め低 い

数 字 に な っ て お り ます 。

《今後の課題》

 今まで一寸格好良い説明を行いましたが、まだ、

バグその他種々の問題点が有 り、日々改良を加え

ています.そ れか ら、対訳データベース中の対訳

学習パーツの数が、このシステムの翻訳性能を決

定 しますので、対訳パーツの学習を、如何 に短期

間に低コス トで大量にやるか、で知恵を絞ってい

ます。

 システム全般に渡って、アルゴリズムに規則を

できる限 り入れないようにして・最小限の規則で●

動かしているのですが、やはりある程度規則を入

れた方が良い場合も有 りますので、アルゴリズム

の対応を検討しております。

 現在、対訳データは、総数で数千対のレペルで

すが、日々増加 しております.現 段階で、スピー

ドの面では、特に意識 したアルゴリズムになって

いませんが、市販の機械翻訳システムに比べて、

かなり速く、問題は出ていません.し か し、これ

が、数万、数十万になった時に、スピー ドはどう

なるのか、まだ未知の問題 として残っております 。

一8一



TOPTRAN

対訳データ登録サブシステム

対訳データ登録

対訳学習
登録テスト

学習テスト
データベース管理

翻訳サブシステム

英日翻訳
日英翻訳
英日翻訳印書

日英翻訳印書

辞書管理ユーティリティ群

英和辞御管理

和英辞書管理
英語形態素解析辞書管理
日本語形態素解析辞書管理

対訳パーツ解析辞書管理
辞書データベース送受信

英和辞書  和英辞書 英語形態素 日本語形態 対訳パーツ 対訳デー

          解析辞書  素解析辞書 解析辞書  タベース

        図5 TOPTRANシ ステム構成図

NSSUN SP2  A!i/
英日機械翻訳 英日機械翻訳

システム 1号 機 システム 2号 機

口 「
B

PC9801-RA51 文書 ワー クステー シ ョン

n 口
日

n 口
RS232C

イーサーわ ト

塁
PC9801-DAN2

皇
PS/55 5541-1'04

図6 機器構成
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研究開癸動向

ヨ ー ロ ッ パ の 現 在 のMT活 動

UMIST・KlT ラル フ・ス タイ ンバー ガー(筆 者 紹 介14頁)

 1992年 末 を もって 、10年 間 にわ た り ヨー ロ

ッパ連 合(EU)が 膨大 な努 力 を注 いだMT研 究

(EUROTRA)は 終 わ ったが 、現 在 さえ 、

TRADEとCAT2-EDSな どの ヨー ロ ッパ に

お け るMT活 動 の か な りの部分 はEU主 導 で あ り、

資金 供与 を 受 けて い る。 これ らのEU関 連 の活 動 の

他 に 、 ヨー ロ ッパ の い くつか の企 業 が商 業 システ ム

の 開発 に投 資 して いる。 主 だ った企 業 プ ロ ジ ェク ト

とは 、METAL(ド イ ツ ・シー メ ンス社 開発)、

EUROLANG(フ ランス ・ソ フ トウ ェアハ ウ ス

のSlTE開 発)な どで あ る。 どち らの システ ム に

も、従来 の第2世 代技 術 が 多か れ 少 なかれ 使用 され 、

非 常 に精巧 な ツ ール との併 用 に よ り、翻 訳者 の仕 事

を よ り効率 化学 す る。 新 し く従来 とは異 な るア プ ロ

ーチを採 用 す るの はVERBMOBILプ ロ ジェ ク

トで 、 これは ドイ ツ連 邦 政府 の 開発技 術 庁BMFT

(Bundesministeriurnfuer

ForschungundTechnik)の ス

ポ ンサ ーで 開発 され た もの だ 。

VERBMOBILは 、音 声言 語翻 訳 を必 要 とす る

バ イ リンガル ユ ーザの 支援 ツール を 目指 す 。そ の ほ

か のMT活 動 には 、PaTrans(デ ンマ ー ク ・

EUROTRAべ 一スの イ ンハ ウ ス システ ム)、 欧

州 シ ャープが 開発 す る 多元 語 商業 ソ フ トウ ェア(英

国 ・英 語 、 ドイ ツ語 、 フラ ンス語 、 日本 語)な ら

びに マ ンチ ェス ター大 学 で進 め られ るMEG(英 国

・UMIST)、 これ はエ グザ ンプル ベ ー ス技 法 を

用 い、雪崩 情 報 を英 語 、 フ ラ ンス語 、 ドイ ツ語 およ

び イ タ リア語 に翻 訳 す る。

 有 名な ヨー ロ ッパのMTプ ロ ジェ ク ト

EUROTRAは 、10年 以上 か か って ヨー ロ ッパ

共 同体(EC)の12力 国す べて の参 加 を 得 た共 同

作 業を1992年 に終 え た。 のべ200名 の研 究者

が 平行 して研 究を 行 い 、37,500万ECU(ヨ

ー ロ ッパ通 貨 単位)を か け た この プ ロ ジ ェク トの成

果 発表 は、1992年 に フ ラ ンス(ナ ン ト)で 開か

れたコンビs一 タ言語学の国際会議COLINGで

提示された。

 EUROTRAは 、 多言 語 のル ールベ ー スMTの

将 来性 と リ ミッ トにつ い て、統 計 的手 法 と トラ ンス

フ ァベ ース手 法 を使 用 して調査 す る とい う 目標 が あ

り、非 常 に野 心 的 な研 究 プ ロ ジ ェク トだ った 。

EUROTRAが 負 った 政治 上 の制 約 とは、平 等 性

言蕪 ち器喫 ∴1雲㌶ミ奪竃燈 ●
9っ の 公 式 ヨー ロ ッパ 共 同体 言 語 すべ て(英 語 、 ド

イ ツ語 、 フラ ンス語 、 オ ラ ンダ語 、 デ ンマ ー ク語 、

スペ イ ン語 、 イ タ リア語 、 ポル トガル語 、 ギ リシア

語)と い う、 およ そ管理 可 能 な範 囲 を越 え た数 の言

語 を 同 時に扱 う必要 が あ ったの で あ る。 これ ら9つ

の言語 を各 々 ソ ース言 語 と ター ゲ ッ ト言 語 と して 用

い る と、言語 対 は72、 翻 訳方 向が144に の ぼ る。

これ に対 して 、商 業翻 訳 ソ フ トウ ェアの大 部分 が 扱

うのは2つ の 言語 で あ り、 ソフ トウ ェア開発者 は単

一 の翻 訳方 向だ けを提 供 す る場 合 が 多 い。

 最終的研究成果評価委員会(英 国人ブライアン ・

オークレー座長)が 設定したEUROTRAの 主要

な成果の1つ として、ヨーロッパ全域に数百人の専

豊蹴者麓製鷺都 繭撫姦ゆ
浅 い、も しくは全 く持 た な い ポル トガル 、ス ペ イ ン、

アイ ル ラ ン ド及 びギ リシアな どの 国へ 、NLP知 識

を 移植 す るす つ とい う もの で 、 これ は首尾 よ く達 成

され た。

前出の評価委員会によりこれまでにEUROTRA

が蓄積 した資料と経験について、さらに多くの実用

化を図るため、より小規模のフォローアッププロジ

ェク トの開始が示唆された。ECで も、 EUROT

RAそ の他の研究開発プロジェクトにおける学界と

産業界の両方にかかわる多国籍プロジェクトを共催
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した経緯から、この提案を認めている。プロジェク

ト参加企業に各社の研究開発費用の50%以 上を分

担させることで、EUは 、アプリケーション指向の

研究を促 し、かつ、企業側がアカデ ミックなノウハ

ウから利益を得させようとした。

   多言 語 ア ク シ ョンプ ラ ン(MLAP)の 予算 枠 に

  よ って 、EUは2っ のMTプ ロジ ェ ク ト、TRADE

  とCAT2-EDSに 共 同出 資 した。 これ らは いず

  れ も1994年 に2力 年 計 画 で 開始 され た もので 、

  研 究課 題 は 、EUROTRAタ イ プの システ ムか ら

  プ ロ トタイ プを 開発 し、よ り少 数 の言 語 対 につ い て、

  さ らに制 限 され た言 語領 域(サ ブ ラ ンゲ ー ジ)を 用

  い る場 合 も、 この方 式 で リーズ ナ ブル な翻訳 結 果が

● 得られると示すことである゜

トラ ンス レー シ ョ ンデ モ ンス トレー タ(TRADE)

は 、専 門化 した 社会 保 障 ドメイ ンの英 語 とスペ イ ン

語 とイ タ リア語 の テキ ス トを 、他 の言 語(6っ の翻

訳方 向)の いず れ に も翻 訳 す る。TRADEは 、 ス

ペ イ ンの ソフ トウ ェアハ ウス ℃entrode

CaIculodeSabadelが コオ ーデ ィ

ネ ー シ ョンを行 い他 のパ ー トナ ー と してUMIST

(英 国 ・マ ンチ ェス ター大学)とFundacio

BoschGimpera'(ス ペ イ ン ・バ ル セ

ロナ)とLGruppoDIMA'(イ タ リア ・ トリ

ノ)とINPS(イ タ リア社 会保 障機 関)で あ る。

Eス ター と呼 ば れ る'GruppoDIMA'開 発

の もので 、EUROTRAか ら派 生 した形 式 を採用

して い る。

●TRADEは 、、つの謙 、対し、 EUR。TRA

  文 法 と辞 書 の最 適化 され たバ ー ジ ョンを利 用 す る。

  既 存 の 資源 の再 利用 の他 に、辞 書 ツ ール の利 用で 、

  専門 辞書 を 各言 語 あ た り5000単 語 の デ モ ンス ト

  レー シ ョ ンサ イ ズに拡 大 で き る。 その他 の機 能 と し

  て、長 文 を分 割 す る テキ ス ト ・セ グ メ ンテ ー タな ど、

  ユ ーザ イ ンタ フェー スが 開発 され る予 定 だ。 さ らに

  は 、形式 はEUROTRAと 異 な り、不 当 な入 力 や 、

  未知 語 を含 む文 を も扱 え るよ うに強 健 に な る。

   MLAP枠 で資 金供 与 を受 けた第2の プ ロジ ェ ク

  トは 、CAT2一 とEDSと 呼 ば れ 、 ドイツの会 社

  エ レク トロニ ク ・デ ー タ ・システ ム ズ(EDS)か

コオ ー デ ィネ ー シ ョン した。 この うちCAT2は 、
    、

EUROTRAに 参 加 した 「応 用 情報 科 学研 究所 」

(IAI=ド イツ ・ザ ー ル ブ リュ ッケ ン)に よ って

開 発 され た もの で 、や は りEUROTRAフ ァ ミリ

ーの一 つ で あ る
。 その他 、UMIST(イ ギ リス)

と フラ ンスパ リ第 ヒ大学 の タラナ研 究 所が 開発 に参

加 して い る。TRADE同 様 の機 能 を備 え る もの と

な るだ ろ うが 、CAT2-EDSチ ーム は1995

年 中 には 、 ドイ ツ語 ・英 語 ・フ ラ ンス語 相 互 のMT

と して 、 オペ レーテ ィ ング システ ム メ ッセー ジと ソ

フ トウ ェアマ ニiア ルの 翻訳 専 門 の、 プ ロ トタイプ

を提示 す るだ ろ う。

 よ り少 ない言 語 対 を対 象 と して使 用す る場 合 、 ま

た専 門化 され た分野 の サ ブラ ンゲ ー ジに適用 す る と

き、EUROTRAの よ うな形式 が成 功 す る とい う

点 は 、最 近 、 デ ンマ ー ク語 ・英語 のMTシ ス テム

PaTransに よ って 、示 され た 。

PaTransは 実 際 にEUROTRA形 式 を基 礎

に開発 され 、 デ ンマ ー ク語 と英語 の 文法 を用 いた。

TRADEやCAT2-EDSと 異 な り、

PaTransは 、 デ ンマ ー ク言 語技 術 セ ンター

(デ ンマ ー ク ・コペ ンハ ーゲ ン)が 単独 で 開発 した。

1言 語 対 だ けを 翻訳 対 象 と して 、原言 語 は英語 に制

限 して い る。

PaTransの 研 究 資 金はEU供 与 で は な く、 デ

ンマ ー クの特 許 翻 訳企 業Lingtechお よ び開

発 者 で あ るCSTの 自 己資金 で あ る。2年 の 開発 期

間の後 、1993年 の終 わ りに イ ンハ ウスのMTシ

ス テムを 配 布 した。 開発 者 と クラ イア ン トの 両 方が

翻 訳結 果 に満 足 した ことか ら、 サ ブ ラ ンゲ ー ジへ と

研 究 対象 を 拡 大す る計画 で あ る。

 これ らの ア プ リケー シ ョン指 向 プ ロ ジェ ク ト開 始

の他 に、EUは 、 中 ・長 期 の 目標 と して 、 ヨー ロ ッ

パ 圏 内のMTソ フ トウ ェアその他 のNLP応 用 技 術

の 開発 を上 げて い る。 これ らの 目標 とは 、共 同開 発

を通 じて 、9つ のEU公 用語 すべ て の標 準化 を 図 り、

言語 資 源 を作 成 す る こ と、お よび 、 それ らの取 得 ・

生成 ・適 用 お よび それ らを 多 くの 目的 の ため に応 用

す るため の ソフ トウ ェ アツ ールの 開発 を含 む 。 この

言語 学 的 イ ンフ ラは、EU圏 内の すべ て の企 業 と研

究 機 関の 利用 に供 す る ことで 、研 究者 と開発 者 の た

め に非 常 に貴 重 な資源 とな るだ ろ う。 現在 のEUに
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おけるMT関 連の諸活動の成果が、時間とお金の節

約を助けるだけにとどまらず、さらに将来の文法の

開発と、辞書及びツールの再利用を促すよう、望ま

れる。EUに おけるこの方向の貢献の例として、

ALEPとLS-GRAMの2つ を取 り上げたい。

 ALEP(高 度言 語 エ ンジニ ア リング ・プ ラ ッ ト

フ ォーム)は 言 語 対象 を トレイ シ ング しデバ ッグ し

見る ための ツ ー ルを持 つ形 式 で 、 グ ラフ ィッ クの ユ

ーザ ・機 械 イ ンタ フ ェース とテ キ ス ト処 理 システ ム

他 、ず べて のNLP開 発 に必 要 な ツ ールが あ る。

1991年 以来 開発 を支持 す るEC委 員会(CEC)

がALEPに 期 待 す るの は、 堅 固か つ携 帯 可能 で広

く実 用 可能 な ソフ トウ ェア ・プ ラ ッ トホ ーム の確 立

で あ り、専 門化 され た ア プ リケ ー シ ョンの プ ロ トタ

イプ の開発 に これを提 供 す る こ とだ。CECで は、

産学 一致 して この プ ラ ッ トホ ームを 使用 し、 多 くの

さ まざ まなNLPア プ リケ ー シ ョンを 開発 す れば 、

それ ら研 究 開発 の結 果 は、 ヨー ロ ッパ 全域 で コ ンパ

チ ブルか っ再 使 用可 能 な状 態 とな ると い う理 想像 を

描 いて いた 。す なわ ち、 この共 通 の プ ラ ッ トホー ム

利用 を通 じて 、学 界お よ び企業 の研 究 機 関の 間 に シ

ナ ジーを 助成 す るわ けで あ る。ALEPの 最 終バ ー

ジ ョンは今年 中に実 用化 され るだ ろ う。

 ヨー ロ ッパ で は 、完 全 なNLP研 究 の イ ンフ ラを確 立

す るた め 、 も う一 っ の主要 なプ ロ ジ ェ ク トLS-GRAM

(EC言 語 の ため の大 規模 文法)が 進 め られ て きた。研

究期 間2年 の この プロ ジ ェ ク トは、9つす べ ての 公用

語 の大 規模 な ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンを含 む 、 コア文

法を ヨー ロ ッパNLP学 界へ提 供 す るこ とを 目指 した。

文法 はALEPを 用 いて書 か れ、 それ らは「基 本 セ ッ ト」

と してALEPを 使 用 す るす べて の研 究 開発 機 関 に分配

され る予定 だ 。ALEPと コア文法 の 利 用が 、 ヨー ロ ッ

パ 全域 の産 学 協 同を さ らに助 長 し、 また それが アプ

リケ ー シ ョ ン開発 に対 して も、トレーニ ングや研 究 、

実 用化 を 意識 した ものを 生 む基盤 と して魅 力 あ る も

の とな るよ う、望 まれて い る。1994年 開始 の 同 プ ロ

ジ ェ ク トの中心 とな った 「応 用情 報 科学 研 究所 」

(IAIロ ドイ ツ ・ザ ール ブ リュ ッケ ン)は じめ 、エセ ッ

ク ス大 学(イ ギ リス)、Fundacio Bosch Gi叩era'

(ス ペ イ ン ・バル セ ロナ)ス ツ ッ トガル ト大 学(IbS-

CL・ トイツ)が 参 加 した。1993年 まで にECが 言 語学

関連 の プ ロ ジ ェク トに対 して行 った資金 供与 は総 額

1,5億ECUに 上 る。 内訳 は 、NLAP(1977年 ～)、EUROTRA

(1982～92年)、LRE(1991年 ～)、 そ してESPRIT(19

84年 ～)関 連 で あ る。 これ らの諸 活動 は、1994年 か ら

98年 にか けて「第4次 基 幹 プ ログ ラム」に編 入 され 、

予 算 規模4億ECUを 投 入 して継 続 され る。

 しかしながら、ECの 一般的原則として、加盟諸

国諸地域が独力では行えない研究活動、すなわち標

準化の開発と各の研究努力の連携を図ることに助成

対象が決められている。商業的指向の強いプロジェ

クトは、企業自身が資金供給 しなければならない。

ここで取 り上げる主要なMTプロジェク トは、既存の

METALシステム(ドイツ企業シーメンス開発)EUROLANG

繍需驚甥騙 謡 灘 びドイツの●

 METALの 開発 は1960年 代 半 ば に ア メ リカ ・テキ サ ス

州 の オ ース テ ィ ン大 学で 始 ま った 。1978年 よ り、 同

プ ロ ジェ ク トは ドイツ ・ ミュ ンヘ ンに本 拠を 置 く シ

ー メ ンス社の 支援 を 受 け 、80年 には 同 プ ロ ジェ ク ト

は 同社 に移 籍 され た。 同社 は ドイ ツ語 一英語 の 市販

版 を リ リース したの は89年 に な って か らで あ る。

また92年 まで 、同 シス テ ムは稼 働 シス テムが 限 られ

て お り、記号 リス プマ シ ンも し くは シー メ ンス社 の

ワ ー クステ ー シ ョンを ソフ トウ ェアと 同時 に購 入 す

るほ か なか った。 その た め、 価格 的 に も25万DN(ド

イ ツマル ク=約1,500万 円)と な り、販 売 実績 は20台

以 下 で あ った。

潔 靴 話努 囎準 蓼灘 杢}●
ン語 、 デ ンマ ー ク語 を加 え た。 ま た、SUNワー ク ステ

ー シ ョンに移 植 、現 在 で は約5.5万DM(約330万 円)

で販 売 して い る。

 METALの特徴は、フルオー トマチックな翻訳の提供

に加え、ユーザに便利なツールを多く用意した点だ。

大型の専門辞書、セ ミオー トマチックな辞書アプデ
ー ト機能、また後処理のための機能などが含まれて

いる。ユーザにとっては、図表を含む入力文の書式

が保存されるため、翻訳結果が入力文と全く同じ書

式で得られる点が、時間短縮の大きな味方である。
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 シー メ ンス社 は 、 フ ラ ンスのSITE社 が 率 い る

EUROLANGの 開発 に も参 加 して い るが 、 この プ ロ ジェ

ク トに は10以 上 の ヨー ロ ッパ の企 業 お よ び大学 が 名

前 を連 ね る。1992年 ～1994年 の見込 み 予算 は7億3500

万ECUで あ る。1994年 末 まで にSITEは 、 ドイ ツ語 、

英語 、 フラ ンス語 、イ タ リア語 、 ス ペ イ ン語(そ の

他 多 くの言 語 が計 画 中)の 全 自動MTの み な らず 、完

壁 な 「翻 訳 者 の ため の ワー クベ ンチ」 の 完成 と提 供

を計 画 して いる。 全 自動翻 訳 は 、 フラ ンス のAriane

(GETA)シ ステ ム とMETALシ ステ ムの 両方 で 行 われ る。

とは規定されていない。む しろ、面と向かってとも

に英語を話す日本人とドイツ人に対 して、会話の細

かい表現に困ったときに支援するものである。この

二人が何か英語表現で問題を感じたらすぐその場で

VERBNOBILを 動かすと、日本語か ドイツ語の単語の英

訳を即座が与えられるわけだ。これらは整った文の

形である必要はない。翻訳プロセスは増加っまりシ

ステムは直ちに荒翻訳を提供することができるし、

もっと時間があるなら、さらに洗練された翻訳を代

わりに提供することもできるのだ。

   HETALが もた らす ツー ルや そ の他 の利 点 以外 に も、

  EUROLANGは 、人 間翻 訳 の支 援 と して、理 想 的 な ワー

  クベ ンチの役 割 を担 う。一般 辞書 、専 門辞 書 と もオ

  ンライ ンで い くつ も提 供す る上 、用 語 管理 ツー ル、

●  あるいは前回翻訳 したテキス トを検索するツールを

  提供できるからだ。特に後者は仕事のむだな重複を

  防ぎ、例えば修正やデータ更新を行った文書の翻訳

  には有効である。用語管理ツールはデータベースと

  して同システムを利用する複数の翻訳者に利用され

  用語統一に役立っ。EUROLANGは 、SUNワークステーシ

  ョン上を走るだろう。

   も う一 つ 、 よ り研 究 指 向 の 高 い プ ロ ジ ェ ク トと し

  てVERBMOBILが あ る 。こ れ は ドイ ツ 人 工 知 能 研 究 セ ン

  タ ー (DFKI=lleutsches Forschungs institut fuer

  Kuenstliche Intelligenz)と い って 、 ドイ ツ 政 府

  (BMFT=Bundesministerium fuer Forschung and

  Technik)が 資 金 供 与 す る もの だ 。 VEKBNOBILの 目標

  は 大 胆 で 、 対 面 型 の 会 話 の た め に 、 携 帯 用 の ドイ ツ

●養碧灘灘認第獅論
  年 に公 式 に始 ま り、2001年 終 了を 計画 して い る。

  VERBNOBILは さ しあ た り国家 プ ロ ジ ェク トであ るが 、

  ア メ リカと 日本人 の パ ー トナ ー との共 同研 究が 計画

  されて いる。 日本 で は 、 同様 の プ ロ ジ ェク トを 行 っ

  て い る京都 のATR音 声翻 訳研 究所 との協 力が 検 討 さ

  れ て い る。 ア メ リカで は、カ ーネ ギ ー メ ロ ン大学 、ス

  タ ンフ ォー ド大学 のCSLI及 びバ ー ク レイの 国際 コ ン

  ピュー タ科 学 研究 所(ICSI)と の共 同研 究 が 準備 され

  た 。 ドイツ 国内 で の研 究提携 先 は 、シー メ ンス 社、ダ

  イム ラ ー社 、テ レフ ンケ ン社 及 び9大 学 が 含 まれ る。

   vsxsyosiLは 、電話 の会 話 の 自動 逐次 翻 訳 シス テム

 最 初 の デ モ ンス トレー シ ョン版 は1995年 リ リー ス

の予 定 だが 、 その会 話 の シチ ュエ ー シ ョンは、2人の

ビ ジネスパ ー トナ ーの 会合 とい う設定 で 、 目の前 に

カ レ ンダーを 広 げて 次 の ミーテ ィ ングを いっ行 うか

話 し合 って い る。 この バ ー ジ ョンか ら2001年 の完 成

版 まで に,ア プ リケ ー シ ョン ドメイ ンは徐 々 に広 げ

られ るだ ろ う.

 この プ ロ ジ ェ ク トの主要 な 目標 は非 常 に野 心 的 で

音 声 の認 識 と合 成 、 ダ イア ローグ と知識 処理 及 び機

械 翻訳 な ど、高 度 な情 報 テ クノ ロジー と 自然 言 語処

理 の各 分野 を 、統 合 化 す る ことで あ る。最 初 の4年 で 、

BMFTの 資 金 は6,000万UNに 達 した。 またVERBbOBILへ

の ドイ ツの総 合 的 な投 資 は、 たぶ ん プ ロ ジ ェク ト終

了 まで に12,0〔)0万ECUに 届 くだ ろ う。

 これ らのプロジェク トの他に、ヨーロッパではNLP

の分野で多くの他の活動が行われている。多くのア

プリケーションは、研究成果を即座に実用化する方

向であり、例えば文法と文型のチェッカー、自動テキ

ス ト分類機能及び知的情報検索などが上げられる。

しか しながら主にEU主導だが、多くは中 ・長期的な

目標達成を目指 している。将来的な投資として、大

きいコーポラや他の言語学のデータ収集、評価テク

ノロジーの開発、既存の資源の再利用性の検討、コ

ーポラからの知識取得の自動化、その他を含むアク

ティビティが行われている。ヨーロッパには、言語

障壁に打ち勝っことにおいて経済的、政治上の大き

な関心がある。いくつかの不可避な退行があったに

もかかわらず、健全なNLPイ ンフラの構築を目指 し、

協調して努力することを通 して、ヨーロッパ諸国は

この問題を解決 しようとする強い姿勢を示 している。
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カ ン トリー レボ ー ト

BehaviorTran=

一一 その現 状、見 とお し、 および原理 一一

台湾国立清華大学 電気工学科 張 景 新 ・蘇 克 毅

 1.編 成 と歴史 的概 観

ビヘ ー ビア トラ ン英 中機械 翻訳 システ ム(Behav ior

Tran:旧 称 ア ー ク トラ ンArchTran)は 、台湾 す な わ ち

中華 民 国で 着 手 され た この種 の研 究 で最 初 の もの で

す 。 また 、世 界で 初 めて商 品化 した英 中 シス テム の

ひ とつ で もあ ります 。初 め に商 品化 した システ ムは

1989年 に リリー ス し、現在 翻 訳 サ ー ビス ・セ ンター

の中核 と して 稼働 して い ます 。

 ビヘ ー ビア トラ ンに 関す る研 究 は 、1985年5月 に 、

台湾 の 国立 清 華大 学(NTHU)と ビヘ ー ビア ・テ ッ ク ・

コ ンビ 」 タ社(137℃)と の 共 同作 業 と して 開始 され

ま した 。 この作 業 は、NTHUの 教 授 蘇 克 毅 が

指 導 し、地 元の 大学 と研究 機 関の 数人 の プ ロの コ ン

サ ル タ ン トが サ ポー トしま した。 研究 の拡 大 にあわ

せ 、このNTシ ステ ムの 改良 を 目的 と して1988年2月 に

設立 した 、 ビへ 一 ビア ・デ ザイ ン社(B7℃)R&Dセ ン タ

ーへ移 しま した。

 ビヘ ー ビア トラ ンMT R&Dグ ル ー プの特 徴 は 、 NT

K&Dグ ル ー プで あ ると い うだ け では な く、内部共 同機

械 翻訳 サー ビス ・セ ンタ ー と して の役 割 も果 たす と

い う点で す 。 こ こで は 、商 業化 した顧 客 サ ー ビス と

肛 研 究 チー ム に対す る リアル ・タス ク ・フ ィー ドバ

ックを行 います 。現 在 、お よそ30人 のR&Dス タ ッフ

がR&Dセ ンタ ーで働 いて お り、その うちお よ そ10人 は

NT研 究 グル ープ に所属 します 。 MT、翻 訳 サ ー ビス ・

セ ンター は、専 門 の プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ー ジ ャーと

専従 ポス ト ・エ デ ィ タで操 作 します 。パ ー トタ イム

の ポ ス ト・エ デ ィタは、公 共 の電 話 ネ ッ トワー クを

通 して セ ンター と リンクされ ます 。 この よ うな編 成

は、NT環 境 に おけ る実 際 の翻訳 作 業 の全 プ ロセス に

つ いて調 査 す るた め の良 い環境 と な って い ます 。

 このR&Dセ ンターは 、学 界 と強 く結 びつ いて お り、

望饗 籍 雲謬 野禦 簗箕聾愈£●
ります。国際会議、HT専 門誌および一般のNLP学界

誌に、50編を超える技術論文を発表してきました。

技術論文の発表は、ここでは定期的に行っています。

また、kOCLING協会(中 華民国計算語源学言語学会)

の設立メンバーの一員でもあり、関連事業にも活発

に参加 しています。さらに、北アメリカのいくっか

の有名な研究室と、数件の国際的技術提携や資源共

有関係を結んでいます。

 目標として、スタンドアロンの機械翻訳システム

を提供するのではなく、ほぼ内部(イ ンハウス)翻訳

の環境に近いものをユーザに提供することです。こ

れは設立以来のポリシーですが、世界の商用NTの運

用の成功例にならい、 「本物の解決策」を求める顧

套岱饗 三二藻鱗 纏 農欝 撫 瀦嚢●
を 提供 す る ことだ との 結論 に至 りま した。

 その結 果 、VAN(付 加 価 値通 信網)ベ ー スの翻 訳 サ

ー ビス ・セ ン ターを創 設 しま した。 サ ー ビス形 態 と

して は 、地 方 ま たは公 共 の デ ー タ ・ネ ッ トワー クを

通 じて 電子 文 書が 顧客 、 サ ー ビス ・セ ン ターお よび

筆者 紹 介(lO頁 ヨー ロ ッパ の現 在 のMT活 動)

 ラル フ ・ス タィ ンバ ーガ ー博士 はTRADE及 びCAT-2EDSのUHISTグ ル ー プの代表 とテ クニ カル マネ ー ジ ャを

 務 め る。YTと の取 り組 み は1989年 か らで 、METAL(シ ー メ ンス社=ト イ ツ ・ミュ ンヘ ン)CAT2(IAI=ド イ ツ

 ザ ル ブ リュッケ ン大学)EUROTRA(UMIST=イ ギ リス ・マ ンチ ェス タ大学 と各 プ ロ ジ ェク トで研 究 した 。

 1994年4月 よ り九 州工 業大 学 にて リサ ーチ フ ェロー と して 来 日中
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ポ ス ト ・エ デ ィタの 間を行 き来 します。 これ によ っ

て 、 時間 、 コ ス トお よび機 密保 護 の保 証 に関す る顧

客 の 負担 を大 いに 削減 します 。 また 、顧 客が 自分 た

ちで知 識 べ 一 ス(例 え ば辞 書)を 保守 す る経 費 もか

か り ません 。

 現 在 、 ビへ 一 ビア トラ ンは 国際 的 に有 名 な コ ン ピ

ュー タ企業 数 社 を含 む顧 客 層を 確立 しま した。 これ

らの顧 客 は 、ほ とん どが ソ フ トウ ェア、 ハ ー ドウ ェ

ア、PCま た は ワー クス テ ー シ ョンの分野 では 世 界の

トップ ラ ンクの有 名企 業 で す。

 ビヘ ー ビア トラ ン利 用 は 、 まず コ ンピ ュー タ ・マ

ニ ュ アル お よび 関連 ドキiメ ン トの領域 が 上 げ られ

ます 。 そ して 、機 械 や医 学 な ど他 の技 術分 野 に つ い

て も、 さ ま ざま な私 的 、公 的機 関 に対 して サポ ー ト

して い ます 。

 この シス テム は、UNIXワ ー クス テ ー シ ョ ンの環 境

で 開発 され て い ます 。す な わ ち、C言 語 で書 か れて

います 。 未処理 の翻訳 は、 ほ とん どPC上 で後編 集 さ

れ ます 。PCは 、 翻訳 サ ー ビス ・セ ンターの ネ ッ ト

ワー クを通 して翻 訳 サ ーバ に接 続 して い ます 。 また

高性 能 の サ ポー ト ・ツ ール を翻 訳 ワー クス テ ー シ ョ

ンにパ ッケ ー ジ し、㏄R、 専 用 テ キス ト ・エ デ ィタ、

内部 辞 書 、biテキ ス ト、DTPな どの支 援機 能 が統 合 さ

れ て い ます 。 これ らサ ポ ー ト・ソフ トウ ェアは 、BDC

の他 のR&Dグ ル ー プか らの提 供 も し くは共 同 開発 で

実現 しま した。 これ らの機 能 には 、 中英 ニ カ国語 の

文書作 成 ワー クベ ンチが 組 み込 まれ て い ます 。特 徴

は、 中英二 か 国語 の デ ス ク トップ出版 シス テ ムと し

て 、 テキ ス ト ・式 ・表 ・グ ラフ ィ ッ クお よ び イ メー

ジ作 成 用 の十 分 な機 能を もっ ことです 。

2.一 般的、技術的見通し

 ビヘービア トランの研究は、従来の トランスファ

ベースのNT構造から着手 しました。システムでは、

多くのルールがコー ド化され、種々の言語学的課題

を処理 します。しか し、システムが拡大すると、こ

のようなルール ・べ一スのアプローチではいくっか

の問題にぶつかることがわかっています。特に、あ

いまいな知識を扱うための客観的選択基準を欠 くこ

とと、複雑で不規則な知識の扱いが困難な点が指摘

されています。ルールに関しても、時々例外が生 じ

ます。システム工学のレベルでは、異なる時間、異

なる人々の間の、多量できめ細かい知識の一貫性を

維持するのは困難です。種々の文献で提案されたよ

うに 、言語 学 の知 識 を習 得 す る系統 的方 法 は まだ だ

れ も確 立 して い ません 。

 この よ うに、人 間が 介 入す る多量 の きめ細 か い知

識 の習 得 は、 費用 と時間が か か ります 。 したが って

研 究 開始 か ら2年 後 には研 究 の焦 点 は コ ーパ ス ・べ

一 スの ア プ ロー チに移 りま した。 これ によ って 、 ビ

へ 一 ビア トラ ン ・システ ムは 、従 来 のNT方 式 と新 し

い コーパ ス ・べ 一ス ・テ クノ ロ ジー の統合 型 、す な

わ ち、現 在NT界 で 「ハ イブ リッ ド方式 」と呼 ばれ る

もの に な って い ます。 この よ うな構造 を持 っ ビヘ ー

ビア トラ ンは 、混成 のパ ー ジ ング戦 略(い わ ゆ るボ

トム ・ア ップ ・パ ー ジ ング と トップ ・ダウ ン ・フ ィ

ル タ リ ングの併 用)と 得点 つ きパ ー ジング ・メ カニ

ズム お よび コ ーパ ス ・べ 一スで統 計学指 向のパ ラダ

イ ム(CBSO)を 採 用 して い ます。

 ビへ 一 ビア トラ ン・システ ムの研 究 は、 コ ーパ ス ・

ペ ー スで統 計 学指 向で あ る とい う特 徴が あ ります,,

したが って研 究 は 、言語 モデ ル ・パ ラ メタを取 得 す

るた あの 系統 的 かつ 自動 的 な方法 を設 計 し、 あ いま

い さを 分析 す るた めの一 定 の確率 的得 点機 能を もつ

選 択基 準 を使 用 す る方 向 に向か って い ます 。

 CBSO言 語 モデ ル の開 発 にお いて特 に強調 され るの

は、 あ い まい さを分 析 す るため に 、完 全 な意味 解析

で は な く、識 別機 能 を使 用 す る ことで す。 この 原理

は 、必 要 な あ い まい さ分 析機 能 を もち、非 常 に小 さ

な コス トで知 識 の取 得 と保 守を 行 う有効 な コーパ ス

・べ 一ス ・テ ク ノロ ジーに通 じる もので す。 コ ン ビ1

一 夕の部 分 では 、言語 パ ラ メ タを 未知 の テキ ス トに

も適用 で き るよ うに 、ビヘ ー ビア トラ ンのCBSOア ブ

ロ ーチ は コ ン ビ1一 タ ・モ デルの 強健 さに重点 を 置

いて い ます 。

 これ らを すべ て 考慮 して 、 ビへ 一 ビア トラ ンK&1)

チ ー ムは、辞 書 解 析 、構文 解析 、意味 解析 、確 率的

トラ ンス フ ァお よび生 成 の モデ ル、統 一 され た確 率

的 な骨組 み の もとのす べ ての ものにっ いて 、種 々の

選 択 基準 を 確立 しま した。 また 、 これ らの モデ ル用

の種 々 の言 語パ ラメ タ上 で よ り良 い判断 をす るため

に 、識 別 お よび強 健指 向の テ クニ ック も確立 して い

ます 。

3.二 か国語のコーパス集をもつ両方向 トランス

  ファに向けて

 ビヘービア トランの操業以来、顧客のほとんどが

翻訳出力を公に 「出版できる」ことを強く求めてい
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る ことが わか りま した。 さ らに、 ター ゲ ッ ト言 語 の

文書 の ス タ イルが 選択 可 能 で あれ ば と望む 顧客 もあ

るで しょう。 これ は、通 常 、原 語 の文 書 の ス タイル

と異 な るス タイル で翻訳 出力が 得 られ るため で 、顧

客 に よ って は翻 訳 され た デ ー タを 、長 年 にわ た って

開 発 して きた ス タ イル と一・致 させ た ほ うが使 い やす

いため です 。 これ らか ら、顧 客 が原 語の ス タイ ル

を 保持 す る よ り も、 ターゲ ッ ト語 を よ り好 ま しいス

タイルで作 成 す る こ との方 に関心 が あ るこ と、 そ し

て 、 システ ムを 自分 た ちの ス タ イル に適 合 させ たい

と い う強 い要 求 を もっ ことが うかが わ れ ます 。 また

顧 客 が非 常 に関 心 を示 す事 柄 と して 、 それ ぞれ の顧

客 の独 自の要 求 に合 うよ うに システ ムを 調整 す るの

に 費や され る時 間 と 、顧客 の フ ィー ドバ ックへ の応

答 にか か る時 間 も非常 に重 要 です 。

 現 在のNTシ ス テ ムが まだ広 く利 用 されて いな い主

な理 由の1つ は 、生 成 され た 出力が 原語 に強 く影響

され る、す なわ ち 、ス タ イル は単純 に ター ゲ ッ ト語

の ネ イテ ィ ブス ピー カーが使 うよ うな文体 には な ら

な い とい う事実 にあ ります 。NTシ ステ ムの従来 の ト

ラ ンス フ ァと生 成 の プ ロセ スは 、特定 の トラ ンスフ

ァユニ ッ ト上 に手作 業 で コー ト化 した トラ ンス フ ァ

ルー ルに従 うので 、 これ は 当然 の こ とで す 。 トラ ン

ス フ ァ操作 は、原 語 か ら ターゲ ッ ト語へ と設計 され

るの で 、本 質的 には 単方 向 です 。す なわ ち トラ ンス

フ ァル ール は、原 語 の文法 と 「正 当」 で 「自然 」 な

ターゲ ッ ト語 の文 法 とによ って 生ず る構 文 的構 造 間

のマ ッ ピンクが最 良 に な るよ うに調 整 され て い るわ

けで は あ りませ ん。

 また 、 も う1つ の 問題 は、適 切 な トラ ンス フ ァユ

ニ ッ トと その よ うな手法 によ る トラ ンス フ ァ操 作 の

正 当 な シーケ ンスを確認 す る ことです 。 有限 個数 の

基本 的 ユニ ッ トに トラ ンス フ ァユニ ッ トを配 置 す る

系統 的 手法 が な けれ ば、 トラ ンス フ ァル ール また は

トラ ンス フ ァ操 作 を 完全 に また 有効 に確 立 す るの は

困難 です 。 さ らに 、その よ うなプ ロセ ス のほ とん ど

はパ ラメ タ化 す るこ とが で きない ので 、顧 客 の フ ィ

ー トバ ックを 顧 客 の特定 の ス タ イル に 合 う入 力 と し

て 使用す る ことは で きませ ん 。 したが って 、それ ぞ

れ の 可能 な トラ ンス フ ァ操 作 に選択 得点 をつ ける こ

とに よ って 、顧 客 の選択 に 合 うよ うに シス テ ムを調

整す るの は困難 で す 。

 そ こで 、 ビヘ ー ビア トラ ン ・チ ーム の 目標 は、2

っ の 言語 の間 の双 方 向の トラ ンス ファお よび生成 の

モ デル を構 成 し、 トラ ンス フ ァお よ び生 成 の プ ロセ

スを、 高度 に パ ラ メ タ化 され た フ ィー ドバ ッ ク制 御

の 、 トラ ンス フ ァの ユニ ッ トと操作 が 得 られ る自動

的 な ア プ ロー チを もった シス テ ムにす る ことです 。

 そ の よ うな 目標を 達成 す るため に 、原 語 の文法 と

タ ーゲ ッ ト語 の 文法 の それ ぞ れ に よ って 生 じる翻 訳

の組 の注 釈つ き構文 ツ リーを 、標 準 化 され たバ ー ジ

ョンの これ ら注釈 っ き構 文 ツ リー に転換 す る方 法 を

我 々 は考 え ま した。 こうすれ ば 、 その よ うなツ リー

の組 の 間 の基 本的 トラ ンス フ ァユ 、ニ ッ トは 自動的 な

手法 で得 られ ます 。 トラ ンス フ ァ得点 と生成 得点 を

その よ うな配 置 され た トラ ンス フ ァユニ ッ トに関 し

て 定義 し、最 良 の マ ッ ピ ング または好 み の マ ッピ ン

グを 見つ けます 。

 その よ うな モデ ルで は 、 トラ ンス フ ァ操作 が 有 限

個 数 の トラ ンス フ ァユニ ッ トだ け に制 限 され る確 立

が高 ま ります 。 さ らに 、標準 化 さ れた構 文 ツ リーは

そ れ ぞれ の 文法 に よ って 作成 され るの で 、 この メ カ

ニ ズ ム によ って選 択 された ターゲ ッ ト語 の構造 は 、

原 語 の文 法 に影響 され ませ ん 。 したが って 、マ ッ ビ

ンクは本 質 的 に双方 向で 、 とち らの側 か ら も始 め る

ことがで き ます,,

 構 文 的構造 を基 本的 トラ ンス フ ァユ ニ ッ トに分解

し、 トラ ンス フ ァと生 成 の得 点 の ため の一 定の 確率

的 な モデ ルを使 用 す る こ とに よ って 、 トラ ンス フ ァ

と生成 の プ ロセ スを パ ラ メ タ化 す るの は簡 単 です 。

そ の よ うなパ ラ メタ化 され た トラ ンス フ ァモデ ルを

用 いて 、 ビへ 一 ビア トランが採 用 す る手法 は特 定 の

顧 客 の ス タイル に トラ ンス フ ァパ ター ンを調 整す る

潜 在的 能力 を 増 す こ とに な ります 。 したが って 、我

々 は この 手法 を 強 く支持 して い ます 。

4.今 後の目標

 10年間近 く機械翻訳の研究開発に携わった後、ビ

ヘービア トランMTシステムの商用運用を通 して、機

械翻訳をより実用的に、また広 く使用されるように

するためには、新 しいコーパス ・べ一スの手法が非

常に重要な役割を果たすと確信するに至りました。

要するに、人間は一般 的な言語をモデル化する能力

を十分 もっているが、コンビ1 タは大規模なデー

タ処理に有効です。したがって、よく認識されてい

る言語学の現象を利用 して、人間が確率的な言語モ

デルを構成 し、統計学的に十分確立されたテクニッ

クを もつ大きなコーパスから、確率的なモデルの言
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語パ ラ メ タを 評価 す る ことが適 切 です 。

 現 在、 この 方 向で 、 い くっ かの 高度 なテ ク ノロ ジ

ーが 開発 中で す 。特 に 、 自動 コーパ ス変 換 、注 釈 、

自動 モデ ル改 良 お よび 、 よ りパ ラ メ タ化 さ れ た言 語

モ デ ルが研 究 課題 にな って い ます 。

[Su 90]=Su, K.-Y. and J.-S. Chan, "Some

Key Issues ill Designing NT Systems(「NTシ ス テ ム
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パ ソ コ ン 通 信 一翻 訳 サ ー ビ ス

ATLAS機 械翻訳 サ ー ビス及 び関連 サー ビス

1.は じめ に

 1990年10月 に 当社が 初 めて パ ソ コ ン通 信 ネ ッ トワ

ー クを利 用 した機械 翻 訳 サ ー ビスをNIFTY-Serveで

開始 して以 来 、 それ に付 随す るサ ー ビスや 国 内の大

手 パ ソコ ン通信 ネ ッ トワ ー クで 次々 と同様 な サ ー ビ

スが提 供 され て来 て い ます。 表1は 現在 行 わ れて い

るパ ソコ ン通 信機 械 翻訳 サ ー ビス と関連 サ ー ビスの

一一覧 です 。

 パ ソコ ンの普 及 と相 ま って 、 いつ で も、ス ピー デ

ィに 、安 価 な料 金で 利用 で き るパ ソ コ ン通信 機械 翻

訳 サ ー ビスは 多 くの利 用者 か らご支持 を 頂 き、今 や

新 しい文 化 と して定 着 した感 が あ ります 。 そ こで本

号 で は前 号(1992.1N6.4)の サ ー ビス概要 紹 介 に続 き

システ ム構成 、利用 方 法等 にっ いて ご紹 介 します 。

表l ATLAS機 械翻訳サー ビス、及び関連サー ビス

平成6年4月 現在

ネ ッ トワーク

NIF7'Y-Serve

ASCl:-H町

PC-VA餌

ere一 酊町

サービス名

ATLAS機 械翻訳

イ ンターグルー プ

後編集室

バベル後編集

イリス機械翻訳

日韓機械翻訳

ATLAS機 械翻訳

インターグループ

後編集室

田S機 械翻訳

日韓機械翻訳

英日槻械翻訳

サー ビス内容

機械翻訳のみ

機械翻訳の後編集

ネイティブ翻訳
チ1ッ ク

機械翻訳の後編集

ネイティブ翻訳
チェ ック

機械翻訳のみ

機械翻訳のみ

機械翻訳のみ

機械翻訳の後編集

ネイテ ィブ翻訳

チ ェック

機械翻訳のみ

エディッ ト付

リライ ト付

機械翻訳のみ

機械翻訳のみ

対象書語

日英、英 日

日英、英 日

日英

日英、英 日

日英

仏
独
西

r

r

r

1

1

1

英
英
英

日韓

日英、英 日

日英、英 日

日英

日英、英日

日英、英日

日英、英日

日韓

英日

翻訳所要時間IP

A4版1枚15分

受信後1～7B

(文 字数 による)

受信後1～7日

(文 字数による)

受信後1～7日
(文 字数による)

受信後1～ 了日
(文 字数による)

受信後24時 間

受信後24時 間

A4版 工枚15分

受信後1～7日
(文字数による)

受信後1-7日
(文字数 による)

A4版1枚20分

受信後24時 間

受信後24時 間

受信後za時 間

受信後24時 間

料 金2,

日英:且 文字i円 英 日:i文 字2円

日英:500字 まで1200円 50字毎100円

英日:200字 まで1000円 sow毎200円

500字 まで600円 50字 毎 70(9

日英:1000字 まで2500円500字 苺1250円
英日:4W字 まで1800円250字 毎900円

1000字 まで2500円500字 毎izso円

英一仏独西:1文 字2円 最低 iOOO円

仏独西 噂英;1文 字3円 最低 1000円

原稿:200字 までユ000円  1文 字5円

日英:1文 字i円 英 日:i文 字2円

日英:500字 まで1200円 50字 毎100円
英日:200字 まで1000円 50字毎200円

500字 まで600円 50字 毎 70円

日英:1文 字o.s円 英日:1文 字1.5円

日英:1枚 1500円 最低 3000円

英 日:1枚 1200円 最 低 3000円

日英:1枚 4500円

英 日:1枚 3600円

原稿:200字 まで 工000円  1文 字5円

1文 字1円3円 最低 2000円

サービス提供会社

富士通 #a/ントサーez

インターグルー ブ

バベル ・インター

ナシ ョナル

イ リス ・インター

ナショナル

高電社

富士遍F与ユメントサーピス

イ ンター グルーブ

ア イ ・ピー ・エ ス

高電社

ノヴァ

注D概 略の時間を示す。依頼数、翻訳量および休日にかかるかどうかで変わる。 詳細は、それぞれのサ ービス察内を参照 されたい。

注2)日 韓機械翻訳以外は、翻訳結 果の文字数 ・枚数で料金が計算 され る。枚数換算など詳細は、それぞれのサー ビス案内を参昭されたい。

2.サ ービスの内容

 パソコン通信機械翻訳サービスの翻訳 システムは

市販の機械翻訳プログラムを使用しています。従っ

て、その翻訳品質は一般の機械翻訳と同等です。

図1に 夏目漱石の 「我輩は猫である」の英訳結果と

図2に オー ・ヘンリーの 「最後の一葉」の和訳結果

を載せます。

 一般的に機械翻訳は、口語や会話文、詩歌、文学

作品等の翻訳には向かないと言われています。1文

が短 く、省略や曖昧な表現の少ない技術文書やマニ

ュアルの翻訳に利用されると、良い結果が得られま

す。特に、大量の文書を翻訳 した場合、用語や表現

の統一が保てるという長所があります。

 また、その品質は使用する辞書に左右されます。
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夏 目 漱 石 「我 輩 は 猫 で あ る 」 よ り

1.我 輩 は 猫 で あ る 。

1. I am a cat.

2,名 前 は ま だ 無 い 。

2. There is no name yet.

3.ど こ で 生 ま れ た か 頓 と 見 当 が つ か ぬ 。

3. *** (*S) does not guess with haste where born.

4.何 で も 薄 暗 い じ め じ め し た 所 で ニ ャ ー ニ ャ ー 泣 い て い た 事 だ け は 記 憶 し て い る 。

4. In the dim place sloppily, anything memorizes only the crying

  (*nyahnyah*) thing,

オ ー ・ヘ ン リ ー 「最 後 の 一 葉 」 よ り

1. In a little area west of Washington Square, many little streets cross

 each each other.

1.ワ シ ン ト ンSquareの 小 さ い 領 域 の 西 で は,多 く の 小 さ い 街 の 人 々 は 各 互 い に 交

 差 す る.

2. One street crosses itself once or twice.

2.あ る 街 の 人 々 は2回 自 分 に 交 差 す る.

3. An artist once found that there was something good in this street.

3.芸 術 家 は,一 度,こ の 通 り で 何 か 良 い も の が あ る こ と が わ か っ た.

4. If someone came to this street to get money for paints, paper and

 canvas, he might meet himself comming back without having gotten one

 cent.

4.だ れ か が 絵 の 具 の た め の お 金,ペ ー パ ー 及 び キ ャ ン バ ス を 得 る た め に,こ の 通

  り に こ ん な 事 に な る な ら ば,彼 は1つ の セ ン トを 得 な い で 後 部 をcommingす る 自

 分 に 会 う だ ろ う に.

図1 翻訳結果例

● 当社鯛 。ン通儲 糊 訳サービスでも、専門用

  語辞書が用意されており、利用者が指定できるよう

  なっています。さらに、利用者固有の用語を翻訳の

  際に使用できるように名詞訳語指定機能も提供され

  ています。図3に 技術文書を専門用語辞書と名詞訳

 語指定機能を使用して翻訳 した結果を載せます。

 また、翻訳結果の利用形態に合わせて翻訳結果の

形式を次の4種 類の中から選択することが出来るよ

うになっています。

  (1)文 番号付き対訳

  (2)文 番号無 し対訳

  (3)翻 訳結果のみ

  (4)文 節毎の対訳

 この他、翻訳結果をパソコン通信に加入 している

複数の人々に配達する機能(転 送サービス)や パソ

コン通信には加入 していないが、FAXな らあると

いう人に翻訳結果をFAXで 転送する機能(FAX

配信サービス)も提供されています。

3.シ ステム構成

 当社の現用のパ ソコン通信機械翻訳サービスシス

テム構成図を図4に 示 します。
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翻訳依頼文書

 PATH(パ スの設定)

 この コマ ン ドは、外部 コマ ン ドを捜 すためのデ ィレク トリを指定

 します。パスが設定 され ていな い場合 、 コマ ン ドプ ロセ ッサは外

 部 コマ ン ドをカ レン トデ ィレク トリか ら捜 します。

基 本 機 能 だ け で 翻 訳 し た 結 果

 PATH (setting of passing)

 This command specifies the directory to search for an external

 command.  If passing is not set, the command processor searches for

 an external command from a current directory.

専 門 辞 書(情 報 処 理 と 電 気)と 名 詞 訳 語 機 能(パ ス=path)を 使 用 し翻 訳 し た 結 果

 PATH (setting of path)

 This command specifies the directory to search for an external

 command.  If the path is not set, the command processor searches

 for an external command from the current directory.

図2 専門辞書 と名詞訳語を使用 した翻訳例

 翻訳依頼文書の収集及び翻訳結果の送信にはパソ

コン通信の電子メールシステムを使用しています。

日英および英日の機械翻訳サービス用に、それぞれ

専用のIDが 用意されています。依頼者が翻訳依頼

文書を送信すると、このIDの メールボックスにそ

の翻訳依頼文書が格納されます。パソコン通信のホ

ス トシステムと当社の機械翻訳システムとは電話回

線で接続されており、機械翻訳システムが定期的に

メールボックスを調べています。メールボックスに

翻訳依頼文書があると機械翻訳システムはその文書

を自動的に収集 し翻訳して、その翻訳結果を依頼者

のIDに 自動的に送信します。このように翻訳依頼

の収集から翻訳結果の送信まで全自動処理を行って

います。

 NIF'fY-ServeとASCII-netと の相違は、パソコン通

信のホス トシステムと機械翻訳 システムとの接続に

前者では一般 の電話回線を使用 しているのに対 して

後者では専用電話回線を使用していることです。

 このように電子メールシステムを使っていること

から、パソコン通信のホス トシステムと当社の機械

翻訳 システムは、互いにシステム的な影響を及ぼす

ことは全くありません。例えば、パソコン通信のホ

ス トシステムが定期点検などで停止 しても、機械翻

訳システムは翻訳依頼文書を収集できないだけで、

ホス トシステムの運用が再開されると再び、翻訳依

頼文書の収集を始めます。逆に、機械翻訳システム

がシステムダウンをしても、パソコン通信のホス ト

システムになんら影響を与えません。この場合は、

翻訳依頼文書が収集されないので、機械翻訳システ

ム用のメールボックスに翻訳依頼文書が滞積されま

す。勿論、機械翻訳システムが回復すると自動的に

その滞積している翻 纐 嬬 を1'==し翻訳 して、●

その翻訳結果を送信 します。また、それぞれのシス

テムへの機能追加なども互いに独立 して行えます。

 翻訳 シス テ ム(ソ フ トウ ェア)は 富 士通 のSシ リ

ーズ ワー クス テ ー シ ョンに搭載 され 、複 数 の ワ ー ク

ステ ー シ ョンがLANで 接 続 され 機械 翻訳 システ ム

を 構成 して い ます。1台 の ワー クス テ ー シ ョ ンに 日

英 翻訳 シス テ ム と英 日翻 訳 シス テム の両 方が 搭 載 さ

れ て い ます 。 また 、 その 中の1台 に はパ ソコ ン通信

ネ ッ トワ ー クとの通 信 シス テム(ソ フ トウ ェア)を

も搭載 して い ます。 この通 信 システ ムが 、複 数 の ワ

ー クス テ ー シ ョ ンの翻訳 処 理状 況 を 管理 して いて メ
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NIFTY-Serve

パ ソ コ ン通 信 網

ASCII NET

パ ソ コ ン通 信 網 1幾窪綴 齢1
、                                   ノ

OO¥¥○

MODEM

①  ②

MODEM'

n
①翻訳依頼文書の収集

 一一一一;
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英 日 ・日英 課金データ 英日 ・日英 課金データ 英日 ・日英 英 日 ・日英

翻訳システム  管理データ 翻訳システム  管理データ 翻訳システム 翻訳システム

 ND

 lGB

英 日 ・日英

翻訳 システム

(バ ッ クア ップ)

図3パ ソコン通信機械翻訳 システム構成

   一ルボックスから収集 した翻訳依頼文書を翻訳処理

  の終わったワークステーションに順次翻訳処理依頼

  をします。従って、1台 のワークステーションは1

  つの日英翻訳処理又は英日翻訳処理を行います。各

・  々のワークステーションはその翻訳処理を完了次第

  その翻訳結果を通信システムに返します。通信シス

  テムはこの翻訳結果を順次依頼者のメールボックス

  に送信 します。

   翻訳システムは複数のワークステーションに搭載

   されていることから、いずれかのワークステーショ

   ンがダウンしても、そのワークステーションが動作

   しないだけで全体的な処理が止まることはありませ

  ん。一方、通信 システムを搭載 したワークステーシ

   ョンには予備機が用意されており、現用がダウンし

   た時直ちに切替えられるようになっています。また

   課金データ、管理データ等の重要なデータを2重 化

したハ ー ドデ ィス クの 両方 に格納 す るよ うに してあ

ります 。従 って 、 それ ぞれ の ワ ーク ステ ー シ ョンの

切離 しや増 設 は 、 全体 の シス テム を停 止す る ことな

くで き ます 。

4.利 用 方法

(1)翻 訳 依 頼 文書 の 送信

 最 も基本 的 な翻訳 依頼 の 送信 方法 をNIFTY-Serve

を例 に説 明 します 。

 つ ぎの例 文 を 英 日翻訳 依 頼を す る こ とに します 。

  This is a conputer.

   That is a FAX.

専 門辞 書 は 「情 報処 理 」 と 「電 気 」の2っ を指 定

します。

 翻訳 結 果 は 「対訳 番 号付 」 で もらい ます。
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*NIFTY-Serveに ア クセ スす るとつ ぎのTOPメ ニ ュ ー

が表示 され ます 。

  → プ ロ ンプ ト(〉)の 後 ろ に 「GO ATLASYT」

     と入 力 して下 さ い。

*つ ぎの専 門用 語辞 書 指定 画 面が 表示 され ます 。

  → プ ロ ンプ ト(:)の 後 ろに 「50,51」 と入

     力 して 下 さ い。

NIFTY-Serve    TOP

l.サ ー ビス 案内 ・検 索

3.掲 示板

5.フ ヵ 一ラ ム

7,企 梨/経 済/人 物/行 政

9. 書 鰻/散 育/就 膿

1且,占 い/ク イ ズ/ゲ ーム

且3,シaッ ヒ'ング/ス テ ー シgン

15,コ ンピュ サ ーブ コ ーナ ー

17,他 ネ ッ ト捨続 サ ー ビス

>CO ATLASYT

2.電 子 メ ール

4,CBシ ミSレ ー ター

6.轟 ユ ー ス/ス ポー ッ/天 気 予細

8. 科 学/妓 術/翻 訳

10.趣 味/旅 行/生 活

12.ワ ー プ ロ/コ ン ビs一 ター

14.悔 外 デ ー タペ ース(INPUCU6)

ie,ビ ギ ナ ー ズ コーナ ー

E.終 了

専門辞書の選択

io.経 済   (2万3千 語)

30,自 動寧  (見万8千 語)

31,輸 送   (2万2千 語)

32.プ ラント u万 晒)

40.物 理   (1万5千 語)

41.数 学   (3万1千 議)

42.生 物   (8千語)

43.天 文   (1万3千 語)

50.

51.

52.

53.

情w処 理
電気

機械
土木

54, コ〔桑イヒ学

55.生 化学

60.医 学

61.薬 学

(9万諾)

G万7千 晒)

(2万8千 緬)

(1万5千 語)

(i万4千 躇)

(1万5千 語)

(23万1千 語)

(1万8千 語)

番号を選択 してください(3つ 重で選択できます)

複数の場合は優先度順にカンマで区切って くだ さい(例:10,30)
:50.51

図4 TOPメ ニ ュー画 面

*っ ぎのATLAS機 械 翻訳 メニ ュ ーが 表示 され ます 。

  → プ ロ ンプ ト(〉)の 後 ろに 「4」を 入力 し

     て下 さ い。

 図9 専門用語辞書指定画面

*つ ぎの専門用語辞書確認画面が表示されます。

  → 希望する番号が正 しく受け付けられていた

     らプロンプト(:)の 後ろに 「1」を入力

     して下さい。

ATLAS機 械 翻 訳  ATLASYT

1.サ ー ビ ス案 内

3,日 夷 醐訳(日 本 晒 ウ英 語)(Y)

5.q邑A事 例 集

〉,

2,オ ンラ イ ンマ`ユ ア ル

4.英 日翻 訳(英 頗 ウ日本 語)α)

6.お 問 い 合 わせ メ ール

確詔  50,51 (1!0【 2:閥G)

:且

図5 ATLAS機 械翻 訳 メニ ュー画面

*つ ぎの送信 方法 選 択 画面 が表示 され ます 。

  → プ ロ ンプ ト(:)の 後 ろ に 「1」を入力 し

     て下 さ い。

 図10 専門用語辞書確認画面

*つ ぎの本文入力画面が表示されます。

  → 翻訳を依頼する文章を入力 して下さい。入

     力が終了したら最後の行の次の行の先頭に

     /Eと入力 して下さい。

送侶 方 法(1;メ ニ ュ ー選 択

:1

2:直 蟄送信 6:中止)

本 文(300行 まで 鰹 了 は行 頭 で!E)

This is a coyputer.

TAat is a FAY.

ノE

 図6 送信方法選択画面

*つ ぎの出力形式選択画面が表示されます。

  → プロンプト(:)の 後ろに 「1」を入力 し

     て下さい。

図11本 文入力画面

*つ ぎの修正確認画面が表示されます。

  → 本文の修正が必要でなければ、プロンプト

     (:)の 後ろに 「2」を入力 して下さい。

出力形式(i:対 訳番号付
:旦

2;対訳番号無 3:訳 文のみ 4;殿落で出力 B:中止)

図7 出力形式選択画面

*つ ぎの専門用語辞書選択画面が表示されます。

修正(!;鰹 正する
:2

2:し な い)

専門辞●(1;使 用する
:1

2:使用 しない E:中止)

 図12修 正確認画面

*っ ぎの送信確認画面が表示されます。

  → プロンプ ト(:)の 後ろに 「1」を入力し

     て下さい。

送信(駄 送償する

:且

2:し な い)

図8 専門用語辞書選択画面

図13 送信確認画面
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*つ ぎのメッセージが画面に出力されて、翻訳依頼

は完了です。

一送借完了一

ATLAS 機械翻訳    ATLASYT

l.サ ービス案内        2.才 ンラインマ昌・・アル

3,日 英翻訳(日 本猶一〉英語)(の 4,英 日翻訳(英 語一〉日本晒)(の

5.uae事 例集       6,お 問い含わせメール

〉

 図14送 信完 了画 面

*こ こで一 旦NIFTY-Serveと の接 続 を切 って しば ら

 く待 ち ます。

*っ ぎのように翻訳結果が表示されます。

  → 翻訳結果を読み終わ ったらプロンプ ト

     (:)の 後ろに 「1」と入力 して下さ

    いQ

TID: 019399929

FEE:39

For巴at: Sentence P亘重r8

躰重 T「anslated result 8寧3

Dictionaries selected  50 SI

 1,  mis  i3  a  coyputor,

 1,こ れ は コ ンピ ュー タで あ る.

 2. That is 匹 FA竃,

 2.そ れ はFAXで ある.

受 儒後(1:削 除2:保 存9:返 信4;返 信+削 除5:転 送6:転 送+削 除6:終 了)

:1

   (2)翻 訳結果の受信

   翻訳結果の受信は、電子メールを読む場合と全く

  同じです。

● ・NIFTY-Sere・ に ア ・セ スす る と翻 鵡 果が 着信 し

   て い る場 合 、TOPメ ニ ュー に次 の メ ッセ ー ジ表 示

   され ます 。

    → プ ロ ンプ ト(〉)の 後 ろに 「MAIL」 と入力

       して下 さい。

 図18 翻訳結果表示画面

*っ ぎの電子メール画面が表示されます。

電子メール(1:受 個 2;送個 3;送個簿
〉

o:そ の 他 e:終 了)

図16電 子 メール 画面

*こ れ で翻 訳結 果 の受 信 が終 わ りま したの でNI町Y

-Serveと の接 続 を 切 ります 。

一 一メ ー ルが1通 届 いて い ます(未 続 分i通) 一 一

NIFTY-Serve    TOP

i サーどス案内 ・検索
3 掲示板

5 フォーラム

7 企業/経 済/人 物/行 政

9 書籍/教 育/就 職

U 占い/ク イズ/ゲ ーム

13 ン9ッ ピング/ス テー ン,ン

15.コ ンピュサーブコーナー

17.他 ネッ ト接続サービス

〉幽IL

2電 子 メ ール

4 CBvミ3レ ー ター

6 .y一 ス/ス ポー ツ/天 気予 鞭

8  科 学/技 術/翻 訳

亘0 趣 味/旅 行/生 活

iz ワー プ ロ/コ ン ピュ ーク ー

14.海 外 デ ータ ペ ース(INFOCUH)

18.ビ ギ ナ ーズ コ ーナ ー

E,終 了

   図15 TOPメ ニ ュ ー画面

  *つ ぎの 電子 メー ル画面 が 表示 され ます 。

● 一 プ・ンプト(・)の 後ろにrl」 と肋 し

      て下さい。

(3)名 詞訳語の指定方法

 専門辞書指定や翻訳結果の出力指定はメニューか

ら選択することができますが、名詞訳語はメニュー

で指定することができません。翻訳依頼文書の先頭

に、つぎのように記入して翻訣依頼をします。っぎ

の例の最初の2行 が名詞訳語指定です。

電子メール(亘:受 信 2:送信 3:送信簿 0:その他 E:終 了}
>1

 図16電 子 メール 画面

*っ ぎの着 信 メールー 覧画面 が表 示 され ます 。

  → プ ロ ンプ ト(〉)の 後 ろ に 「1」と入 力 し

    て下 さ い。

翻 訳 依 頼 文 書 例

 .dw/dog/ワ ン ワ ン/

 .dw/cat/ニ ャ ン コ/

 She likes dogs.

 He likes cats.

翻 訳 結 果

 1. She likes dogs.

 1.彼 女 は ワ ン ワ ンが 好 きで あ る.

 2. He likes cats.

 2.彼 は ニ ャ ン コ が 好 き で あ る.

受 信 数:1

番 号 送 信 者

 I   ATLAS. E]

〉,

日付  題名

04/28    RE三 翻訳依頼

行/m
 n

この例は英日翻訳の場合ですが、日英翻訳の場合に

はっぎのように指定 します。

 .dw/日本語(原語)/英語(訳語)/

図17着 信 メールー 覧 5.利 用 状 況
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翻訳の現場から

ア ン カ ー マ ン の 目
＼

菊 地 義 明

編 集者 と して訳 文 に 目を通 す よ うに な ってか ら、

ほぼ25年 に な る。 とな ると、 一一唱 に は も うベ テ ラ

ンの 域 に達 したか に 見え るが 、 それ ほ ど単純 で な い

のが わ れわ れ の世 界で あ る。

 バブル経済時代は、その恩恵に浴した銀行、証券

不動産関連のプロジェクトが主流で、国際会議も多

く、量的には仕事の心配をする必要もなかった。で

も、この頃は不況の波をもろに受け、業界全体が沈

滞傾向にあるのは、何とも寂 しいかぎりである。

対するクライアントの認識が深まり、翻訳者たる者

が もっと優遇され、私の希望的観測では 「翻訳者の

質」も高まるものと思われる。

 こ こで編集 作 業 の 目安 を示 す と、私 の場 合 は1時 間

あ た り400字 原稿1枚 、1か月で 約150～200枚 の ペ ー ス

で あ る。 こ こ15年 は 、この マイペ ースを 崩 さず 、年 間

2,000枚 の作 業 量 を維持 して きた。これ を上 まわ る と

朧麟 篇 臨硝讐 魏 蒐鉾向●

 現 在 、業 界 の英 日翻訳 料 は 、 モ ノに もよ るが400字

1枚 当た り¥3,000～3,500だ 相場 で 、こ こ10年 、この

数 字 はか わ って い ない。しか も、このよ うな ご時世 で

は 、さ らに ダ ン ピ ングを 強 い られ る こ と も少 な くな

い と聞 く。そ うな ると、特 に翻 訳会 社 を通 して仕 事 を

して い る プ ロ翻訳 家 の生 活 は 、果 た して成 り立 つ の

だ ろ うか 。

 このような事態に私が一番懸念するのは、それに

伴って「翻訳の質」も落ちることである。これまでに

も、翻訳料が安いがために"量 産"を 強いられる翻

訳者は多く、結果として誤訳、悪訳が量産されてきた

事実がある。誤訳、悪訳、迷訳の語源は、そもそも翻訳

者の力量とプロとしての 意識の欠如であり、そのア

プローチの仕方にも問題がある。とはいえ翻訳者に

 翻訳のチェソクポイントは、まず原文に忠実に訳

出されているかどうかである。それに文体と誤字脱

字、用字用語の統一、文全体の リズムと流れ、事実関

係、表現表記法など多岐にわたる。

 原文と訳文は、それぞれ付かず離れず、不即不離の

関係が望ましいが、文化の違いでどうしても適語を

見出せないこともある。というより、その連続であ

る。その時は周囲のブレーンを勝手に動員して、赤っ

恥を書 くことは度々ある。また、それでも解決できな

いため、やけ酒を飲み、カラオケを歌ってス トレスを

解消したつもりでフ トンにもぐり込んでから、突如

としてその答えが夢のなかにもうろうと浮かび上が

ることもある゚      ●

(23頁より続き)

 サービス開始以来、平均約百件/日 の依頼があり

総依頼数は10万件を超えていますが、景気の後退の

影響を受け、昨年度は一昨年度に比較し1割 程依頼

件数が少なくなっています。この間の月毎、週毎、

及び時間毎の依頼件数の動向を見ますと、経済界で

二八枯れと言われますが月による有意差は見られま

せん。1週 間の内では、土曜日と日曜日それに休 日

が平日の約5～6割 り程度になっています。1日 の

内では午前11時 頃と午後3～5時 頃に依頼件数の多

くなっています。このようなことから、企業として

の利用が主であると思われます。

 また、問い合わせや専門辞書の使用状況より情報

処理に関する翻訳が多くなっています。

 日英翻訳と英 日翻訳を比較 しますと、1件 当たり

の翻訳量は英日翻訳が多く、翻訳に数時間かかるよ

うな大量の翻訳依頼もあります。これは、英文マニ

ュアルの和訳に利用されているものと思われます。
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 翻訳とは、言 うなれば語と語、句と句、文と文にそ

れぞれ対応する"言 葉の選択"で ある。その選択が

適切に行われれば申し分のない翻訳を期待できる。

ただし選択を誤ると、読者泣かせの悪文となる。悪文

は、往々に して主述関係がはっきりせず、非論理的で

筋が通らず、句読点の打ち方もでたらめで、読みづ ら

いことも多い。

   読みやす く分かりやすい文章を作るには、以上の

  点に注意する一方、文の長さやつなぎ言葉、カタカナ

  とひらがなと漢字のバランスにも目を向ける必要が

  ある。抽象度の高い表現はできるだけその抽象のレ

  ベルを下げ、難解な用語もできるだけ避けて、日常一

  般の言葉をつかうようにするとよい。また、日本語と

  して不自然な表現はしないように しなければならな

・  い。これには「の」や 「彼、彼女」の多用、能動態や受

  動態のつかい分け、名詞の単複の訳 し分けも含まれ

  る。これを無視すると、いわゆる翻訳調になる。

 このほかにも、チェッカー泣かせのポイントがい

くっかある。そのうちとくに重要なのは、事実関係の

調査確認である。これには人名、地名、組織団体名、役

職、肩書などの固有名詞のほか、数量や単位、年号、歴

史的事実が含まれる。たとえば会社名ひとつにして

も、株式会社が会社名の前にくか後にくるかは、アイ

デンティティの問題として重要である。しかも、この

作業を怠ると、翻訳そのものの信頼性、信懸(し んぴ

ょう)性が問われることにもなる。

要素を総合的に組み合わせて行かなければならない

翻訳の楽 しみと苦しみは、まさにそのプロセスにあ

る。このプロセスを大切にして、また肝に銘 じて翻訳

に取 り組めば、翻訳の質は数段、向上するものと思わ

れる。

 最 近 は、「超 訳 」 な る もの を売 り物 に して い る出版

社 が あ る とい う。しか し、きちん と翻訳 で きれ ば超 訳

な ど必 要 な い し、 そ うい う ものが あ る こと 自体 お か

しい 、とい うのが 私 の持論 であ る。最後 に この よ うな

超訳 に 目を光 らせ るの もチ ェ ッカーの 役 目で あ り、

ア ンカ ーマ ンの仕 事 で もあ る。

著者の略歴

菊 地 義 明(き くち・よ しあ き)

翻訳 家 、翻 訳 監修 ・編 集者 。

(株)ア イ ・エ ム・シー代表 取 締 役

昭和17年1月 、仙 台生 まれ 。東 京外 国語 大 学

イ ン ドパ ーキ ス ター ン科 ヒンデ ィ語 部 出身

(株)現 代 文化 研 究所 ・海 外情 報担 当主任 研

究 員を経 て 、昭 和54年 独 立

主 に モ ー ビル石 油(株)の オ ピニ オ ン リ

ーダ ー誌 「モー ビル 文庫 」の 制作 に あ た

る一方 、サ イマ ル ・イ ン ターナ シ ョナ ル

翻 訳制 作部 の翻 訳 監修 ・編 集 を手 が け る。

   英日の翻訳について言えば、翻訳とは英語を日本

  語に置き換えることすぎない。しか し、置き換えるに

・  あたっては、上述したさまざまな要素を考慮 し、書 く

 このような利用状況より、機械翻訳サービスを新

しい道具として、利用者個々が利用方法を工夫 して

使ってわれているものと思われます。

6.お わ りに

 パ ソコ ン通 信 は利 用 して い るが 、パ ソコ ン通 信 に

「機械 翻 訳 サ ー ビス」 が あ る こ とを 知 らな い人 が 大

勢 い ます 。ASCII-Netで は、 サ ー ビス 開始 当初 よ り

TOPメ ニ ュー に 「翻 訳 」が 表示 され ま したが 、 NIFTY

一Serveで は 本年4月 よ りTOPメ ニ ュ ーに表 示 され る

よ うに な り ま した。 この よ うに まず 「パ ソコ ン通 信

機 械翻 訳 サ ー ビス」を 知 って頂 くよ うにす る一方 、

翻 訳 品質 の 向上 に向 けて専 門辞 書 の拡 充 を 図 って い

く所 存 であ ります 。

(株)富 士通 ドキ」メントサービス

  第二翻訳部機械翻訳センター課

    (石 橋 正 章)
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パ ソ コ ン 通 信 に よ る 翻 訳 サ ー ビ ス

PC-VAN・IBS機 械翻訳 サー ビス

NECで は1990年12月 よ り、 弊社 の パ ソ コ ン

通 信 サ ー ビス 「PC-VAN」 にお い て弊 社 の機械

翻 訳 システ ムPIVOTを 使 用 した 「IBS機 械翻

訳 サ ー ビス」 を提 供 して まい り ま した 。

当初は、 「エディット(前 編集)付 き」のみでサー

ビスしておりましたが、1992年12月 に 「機械

翻訳のみ」および 「リライト」を追加、および専門

用語辞書の選択が可能となりました。さらに、19

93年6月 には、FAXで 送信された原稿をOCR

で読み取り、電子化された原稿を機械翻訳にかける

「OCR機 械翻訳サービス」を追加するなど、機能

的 ・性能的にサービスの向上を行ってまいりました。

 翻訳結果に対 し1文 字あたりの安価な料金設

 定のため利用 しやすい。

◎処理が早い/い つでも利用が可能

 人手による書き直しがないため翻訳処理が早

 く(A4 4枚 程度で約20分 程度)、 年中

 無休で利用が可能です。

×依頼原稿の文書形態により翻訳品質が不安定

 依頼原稿の文書形態により、機械翻訳に適 し

蔓覇態犠 獣蕩答搾灘 罐 蒼●
 く低下する場合があります。

 依頼者自身でプリエディットを行うことによ

 り、翻訳結果が向上します。

ここでは、PC-VANに おける機械翻訳サービス

の内容及び利用方法をご紹介します。

IBS機 械翻訳サービスのご紹介

IBS機 械翻訳サービスには、英文和訳/和 文英訳

それぞれに翻訳 レベルの異なる3種 類の翻訳サービ

スとOCR読 み込みサービスがあります。

1.機械翻訳サービス

機械翻訳サービスは、依頼者(パ ソコン通信の利

 用者)が 、電子メールにて原稿を受付BOXに 送

 信し、その原稿を機械翻訳にかけ、電子メールに

 て依頼者に返送するサービスです。

 このサービスには、和文英訳および英文和訳があ

 り、下記の3種 類の翻訳レベルが あり、それぞ

 れ特長を持っています。

1)機械翻訳のみ

 利用者が依頼 した原稿にいっさい手を加えず、

 そのまま機械翻訳にかけ、出力結果に関 しても

 そのまま返信するサービスです。

◎料金が安価

2)エディット付き

 依頼原稿を翻訳にかける前に、人手により翻訳

 結果の品質が良 くなるよう、IBS社 の機械翻

 訳サービスのノウハウを生か した修正を加えま

 す。ただし、翻訳結果に関してはいっさい手を

 加えません。

◎翻訳品質が向上する

  翻訳品質が良 くなるよう、原文を修正するた

  め、翻訳後の結果が向上 します。

 ・翻訳不可能部分が発生する

鱗灘繍羅鍛訟灘悉●
  ます。

 ・処理に時間がかかる

  人手による作業が介在するため、依頼を受け

  てから結果を返信するまで約1日 かかります

3)リ ライ ト付き(英 文和訳、和文英訳)

 エディット付きに加えて、翻訳結果について も

 ネイティブスピーカによるリライ トを行い、自

 然な文章に書き直して返信 します。

◎翻訳結果が自然な文章で返信される

  最終的に人手で書き直すので、文法誤りや翻

一26一



 訳不可能な単語が極力少なくなる。
・処理に時間がかかる

 人手による作業が介在するため、依頼を受け

 てから結果を返信するまで約1日 かかる。

4)共 通

IBS機 械翻訳サービスでは、基本辞書(日 英

9万 語 英日7万 語)の 他に、31分 野60万

語以上の専門用語辞書を追加指定できます。ま

た、自分専用の辞書(ユ ーザ辞書)を 作成 し、

保管ができるので、次回の翻訳依頼時にそれを

指定することも可能です。

このユーザ辞書とは、専門用語辞書に登録され

ていないような固有名詞やある分野のみで使用

される専門用語等の単語と訳語を、自分専用の

辞書として持っことができ、PIVOTで 翻訳

するときにこの辞書名を指定することにより、

専門用語辞書と同様に使用することができます。

ユーザ辞書の作成方法は、大変簡単で、単語と

対訳を2つ 以上のスペースで区切った対訳表を

作成 し、IBSへ 送信するだけで、あとはIB

S側 でユーザ辞書を作成 します。また、この辞

書の管理は、ユーザIDと 自由につけることの

できる辞書名とで管理されますので、一人で色

々な分野の辞書を持つことが可能です。

  2.OCR読 み込みサービス

   印刷されている文書をFAXで 送信 し、これを0

・   CR装 置でワープロ文書化するサービスです。

   パソコン通信の機械翻訳では依頼原稿を電子メー

   ルで送信するため、原稿はワープロ文書でなけれ

   ばなりませんが、このサービスを利用すると、プ

   リント文書を機械翻訳で処理することができます。

IBS機 械翻訳サービスの利用法

 IBS機 械翻訳サービスを利用するには、パソコ

ン通信を始めなければなりません。

1.必 要 な機 材

パ ソ コ ン通信 を 始 め るた めに は、下 記 の5点 が 必

で す 。

1)パ ソコ ン

 通信 機 能 のつ いたパ ソコ ン/ワ ー プ ロ

2)モ デ ム

 パ ソコ ンと電 話 回線 を接 続す るた めの装 置

3)通 信 ソフ ト

4)電 話 回線

5)パ ソコ ン通 信(PC-VAN)へ の加 入

IBS機 械翻訳サービスの利用方法[図1]

ここでは、IBS機 械翻訳サービスにて 「和文英

訳」の 「機械翻訳のみ」を利用する方法をご紹介

します。

英文和訳やエディット付き、 リライ ト付きも同様

の手順でご利用いただけます。

1)IBS機 械翻 訳 サ ー ビスを 利 用す るため に は、

 専 用 の メニ ューを 呼 び 出 します。

  J  IBS〈 リターン〉

 この コマ ン ト入力 によ り、IBS機 械 翻訳 サ ー

 ビスの メイ ンメニ 」一が 表示 され ます 。 こ こで

 2番 の 「IBS機 械翻 訳 サ ー ビス(¥)」 を選

 択 します。

2)料金案内に続いて、翻訳の種類を選択します。

 2番 の 「和文英訳」を選択 します。

3)翻訳レベルを選択します。

 1番 の 「機械翻訳」を選択 します。

4)使用辞書の選択

 翻訳に使用する"専 門用語辞書"や ユーザ辞書

 を3つ まで選択 します。(,で 区切ります)

5)翻訳依頼原稿の送信

 使用する辞書の確認後、翻訳を行う原稿を送信

 します。

 (送信には、無手順とファイル転送プロトコル

  のXMoDEMお よびQuick-VANが

  利用できます。)

6)翻訳結果の取り出し
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依頼された翻訳原稿をIBSに て翻訳処理を行

い、翻訳結果が電子メールにて返信されます。

IBS機 械翻訳サービスの上手な使い方

      [和文英訳]

IBS機 械翻訳サービス(特 に機械翻訳のみ)を 上

手に利用するために、下記の点に注意して文書を作

成 します。

1.文 の切 れ 目を 句点(。)で 切 る。

 1)「?」 や 「!」 で終 了 して いる文 は 、 「。 」 に

  置 き換 え ます。

2)引 用 の"「 」"を 使 用 した場 合 には 、"」"の

  外 に"。"を 置 くよ うに します 。

2.自立語は漢字、付属語はひらがなで書く。

 1)動詞、名詞、形容詞、副詞は、通常漢字で書 く

  ものは漢字で書きます。

 2)それ以外の通常漢字で書くもの以外はひらがな

  で書きます。

  例)わ れわれ    → 我々

    ～出来る   → ～できる。

3.数 字 はな るべ く算 用数 字 で書 く。

4.長い文は分割する。

 1)60文 字を越える文はなるべく分割する。

 2)述語が3つ 以上ある文は、述語や接続詞の前後

  で分割する。

 3)項 目の羅列がある場合は、箇条書にする。

5.不 要 な言 い 回 し/曖 昧 な表現 は取 り除 く

 1)尊 敬 や謙 譲 表現 は使 わ ない。

 2)「 こと」 、 「もの 」 、 「ふ う」 、 「よ う」 、

  「ほ ど」が 含 まれ て い る言 い回 しには 曖昧 な表

  現 が 多 いの で極力 避 け る。

 3)「 で」 、 「だ 」 、 「あ る」、 「す る」 、 「な る

  は色 々 な意 味 で用 い られ るの で 、 な るべ くそれ

  ぞ れ の意味 に 限定 された用 語 で置 き換え る。

6,口 語文 や 会話 文 、詩 歌 、俳句 、短歌 な どは使 用 し

 な い。

IBS機 械翻訳サービスの利用料金

IBS機 械翻訳サービスを利用する場合、下記の料

金が必要となります。

1.PC-VAN通 信 料金

 PC-VANサ ー ビス に接 続 して い る間発 生 す る

料 金

  20円/3分(300-2400bps)

  20円/1分(9600-14400bps)

2.機械翻訳料金

 機械翻訳の結果に対 して利用料金が計算されます

 1)英文和訳(日 本語に対 して計算 1枚=360文

   鱒 禰 き1護 字1.5P71,200P9 ●

   リライ ト付き  1枚 3,600円

2)和文英訳(英 語に対して計算 1枚=180語)

機械翻訳のみ

エディット付き

リライ ト付き

1文 字 0.6円

1枚 1,500円

1枚 4,500円

※ エ デ ィ ッ ト付 き、 リラ イ ト付 きに は1件 あ

 最 低 料 金 3,000円 が か か ります 。

3)ユ ーザ辞 書

  月額保 管 料  3,0〔}0語毎 1,000円

※辞書毎に計算 します。

3.00R読 み 込 みサ ー ビス

 1)和 文㏄R(1文 字 あた り)

   ス ペル チ ェ ック あ り  な し

    200DPI    O.4円  0.8円

   400DPI    O.4円  0.6円

2)英 文OCR(1語 あ た り)

  ス ペル チ ェ ック あ り  な し

   200DPI   2.9円 1.1円

   400DPI    2.1円 1.1円

※最 低 料金 300円 が か か ります。
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※200DPI G3モ ー ド

400DPI G4モ ー一'ド

システムイメー ジ図 ,

問い合せ先:

 日本電気株式会社 PC-VAN事 務局

 〒108-01東 京都港区芝五丁目7番1号

 電 話 03-3454--6909

a
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新製晶の紹分

日英機械翻訳システム

      ブ ラ ビ スJ/E very.1

エムティラボ株式会社

【開発の狙い】

 日本があらゆる分野で世界で トップレペルの領域

に達したことにより日本語を英語に翻訳する量が増

大 してきました。このような状況において、翻訳作

業をコンビ1一 タ化 しコス トや労力を省こうという

発想から当ソフトは開発されました。ブラビスJ/E

very.1は1984年 に世界で初めて発売された日英

翻訳システムの最新版であり、実績 ・品質ともに他

社の追随を許 しておりません。

【翻訳機能】

 即時と一括の翻訳機能があります。一括翻訳では、

搭載されているワープロを使って日本文を作成 した

後翻訳 します。その際、全文翻訳 ・範囲翻訳 ・1文

翻訳のどれかを選択することができます。一括翻訳

ではファイルの長さに制限かなく、同時に16フ ァ

イルまでの指定が可能です。またテキス ト形式のフ

ァイルであれば他のワープロソフトで作った文章も

翻訳可能です。 1～2文 程度の短い文章の翻訳に

は即時翻訳が便利です。日本語を入力後、即座に英

文が出力されるので事前にワープロで文章を作る必

要がありません。一度に即時翻訳できる日本語は

400文 字までです。

【辞書作成機能】

奪欝 娠 繍 撚 獅 寿fζ能●
ユーザーが自由に4万 語まで登録することが出来ま

す。登録はワープロの単語登録のように簡単に行え

ます。機械翻訳において大変重要となる単語の属性

についても、メニi一 の中か ら選択するだけで済む

ようになっています。

 属性とは名詞なら固有名詞で人名であるとか一般

名詞で数えられないとかを指 します。これらを正確

に登録することにより、関係代名詞や前置詞などの

用法を判断することが出来ます。翻訳ソフトウェア

を使いこなすためには辞書登録が不可欠であると言

えます。

 また単語だけでなく、複数の単語からなる 「信頼一一
祀chlo9セ
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できる友」のような表現を登録することも可能です

よく使 う表現を登録しておけば、自分の欲 しい英文

表現がいつでも得られます。

【日本 文 チ ェ ッカー機 能 】

 より良い英文を引き出すためには入力された日本

文を簡潔明瞭にする必要があります。日本文チェッ

カーは、ある程度この作業を自動的に行います。

また、日本文チェッカーは文中に含まれる未登録語

の検出も行います。それらを事前に辞書に登録する

ことで、さらに良い英文が引き出せます。

【ワー プ ロ機 能 】

 使いやすいワープロを内蔵 しています。日本語の

入力には、使い慣れたFEPを 自由に組み込めます。

翻訳や辞書登録、辞書検索はすべてこのワープロ画

面から行えるます。翻訳ソフ トを意識することなく

簡単に操作できます。

翻 訳 文l

 A warn winter is not unusual ir, Japan law.

 It may be a phenomenon by global warming

 although this may be only temporary.

  However, obvious ly carbon dioxide and

 chloro-fluoro carbon are accuoulated in

 the air. Recently accordit g to a survey

 of NASA, the destruction of an ozone layer

 is reaching ire the stratosphere of all over

 anorthern hemisphere in addition to the

 South Pole.

  An ozone layer is protecting the earth

 froa ultraviolet rays.  Chloro-fluoro

 carbon that is a cause of ozone layer

 destruction survives for yore than 100

years iii the universe.

 It taxes 100 years to return in

previous and norma l standard granted

that the d i scharge is stopped now.

 The situation is very serious.

【翻訳例】 【そ の他 】

原 文:

 今日本では暖冬が珍 しくない。これは単に一一時

 的かもしれないか地球温暖化による現象かもし

 れない。

  しかし明らかに二酸化炭素やフロンは上空に

 溜まっている。最近NASAの 調査によれば、

 オゾン層の破壊は南極だけでなく北半球一帯の

 成層圏に及んでいる。オゾン層は地球を紫外線

 から保護 している。

  オゾン層破壊の原因となっているフロンは宇

 宙で100年 以上生き延びる。今その放出を止

 めたとしてもかつての正常な水準に戻るために

 は100年 かかる。その事態は非常に深刻であ

 る。

◆OS:日 本語DOS(DOS/Vも 可)

◆HDD:2011Bの 空 きが 必要(基 本 システ ムの場 合)

◆ 価格:本 体¥190,000・ オ プ シ ョ ン辞 書(31分

 野)¥12,800-¥45,000

◆ サ ポ ー ト:専用 電話 ・FAXを 開設(無 料)

【お 問 い合 わ せ先 】

  株 式会 社 パ シ フィ ックア イ

  〒532 大 阪 市淀 川区 西島6-9--20

          新 大 阪GHビ ル7F

◆P}iONE(06)885-1871

◆FAX(06)885-〔}720
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新製晶の紹分

PENSEE for W i ndows

沖電気工業(株)・ 沖 ソフ トウ ェア(株)・(株)オ ー ジス総研

PENSEE for W i ndows`ま 、

(Dお 手持 ちの パ ソコ ンで

(2)使 いなれ た ワー プ ロで 、

(3)手 軽 に使 え る ことを

目的 と して 開発 され た 日英/英 日翻訳 支援 ソフ トウ

エ ァで す。

 ワー クス テ ー ンヨ ン版 で 高 い翻訳 品質 との評価 を

いizだ きま したPENSEEをWindows上 に移植 し、

Findowsの 操 作 環 境で 本格 的 な翻訳 ソフ トを実現 し

ま した 。 また 、Wordか らの 翻訳 実行 やEXCELで の辞 書

編 集 も可能 です 。

〈 特 長 〉

●Windowsで の簡 単操 作

 専用 エ デ ィ タは、Windowsの 操作 性 を 活 か し、メニ

ューバ ーに よ る編 集 、翻訳 、フ ァイ ルへ の保 存 な ど、

初 めて の方 に も操 作 は非 常 に簡 単 です 。

●PENSEEの 高品質をそのまま利用

従来より高い翻訳品質との評価を頂いております

PENSEEを そのまま利用 しておりますので、高品質な

訳文が得られます。

● 簡単辞書登録のための未知語検索

 未知語検索結果をCSV形式に出力することができ

ます。CSV形 式を扱えるEXCELマ クロを使用すること

により大量の単語編集をスピーディーにかつ簡単に

行なうことができます。

●Mordと の連動

 Mordのマクロ機能を利用 して直接翻訳を実行する

二繍 瓢 趨 罪外に櫨 眠の文章●

●1TindoWs上 の アプ リケー シ ョンとの連 携

 WiIldows上 の 各種 アプ リケ ー シ ョン(㏄R, uTPな ど)

と ク リップ ボー ドを介 して原 文 、訳 文 の受 け渡 しを

す る こ とが で きます。

● 一括翻訳、一括未知語検索

 一括翻訳、一括未知語検索のバッチ機能を利用 し

て、最大16個のテキス トをバ ックグラウンドで実行

させておくことができます。その間、他の作業を行

うことができます。

● 訳質に差がつくシステム辞書の拡張

 従来のシステム辞書に加え、今回ビジネス分野と

経済分野の専門用語辞書を標準で装備 しており、語

数は合計で日英約15万語、英日約13万語です。他に

7分野約10万語の専門用語辞書を用意 しております。

● 柔軟なユーザ辞書指定

 ユーザ辞書と専門用語辞書を優先順位をつけて最

大16個 まで同時に指定できます。

● パ ソコ ンで ワ ー クス テ ー シ ョ ン並 み の高 速 翻訳

1時 間 に平 均 約15,000語(最 大50,000語)の 速 度 で

翻 訳 しますの で 、1ペー ジ(A4)あ た り数十 秒 で翻訳

が 完 了 します 。

       '          "     、藍      曲"   ゐ ,

・・ 。 蟹 囎 鰭 灘 麟   灘 鰯 季鐸鑓 義購 贈藤 繍 羅鱗甦錘

灘鐵
灘 灘灘羅難灘
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専用 エデ ィタ

MS-Word 一 PENSEE

エ ン ジ ン

一括翻訳

一括未知語

検索

国       く 一一一→レ ユーザ辞書

               専門辞書
システム辞

Windows

〈 仕 様 〉

  対 象言 語:日 → 英/英 一 日

  ハ ー ドウエ ア:

      日本 語 瞬indows3.1が 稼働 す る機 種

  メモ リ:8HB以 上

  デ ィス ク:40ys以 上(片 方 向)

  OS:Windows 3.1

  システ ム辞書+専 門用語 辞 書(ビ ジネ ス、経 済分 野)

   日英:約15万 語

   英 日:約13万 語

  専 門用語 辞 書(オ プ シ ョン):

   日英:7分 野 、約10万 語

   英 日:7分 野 、約10万 語

● 麟 ・欄 通信 臨 ・鰍 ・化学など)
  ユーザ辞書:

      語数無制限(デ ィスク範囲内)

      最大16個 まで同時使用可能

  処理速度:約15,000語/時 間(平 均)

      (機種によって異なります)

  翻訳オプション:

   日英:文 体(標 準/命 令)、 文区切り文字指定

   英日.文 体(標 準/敬 体)、 固有名詞訳出

      (英語のまま/訳語のみ/訳語(英 語)/

      英語(訳 語)、文区切り文字指定

  他ソフトとの連携:

fiord 5.0(マ ク ロ機能 によ る翻 訳実行)

EXCEL 4.0(マ ク ロ機 能 に よ る辞書 の編 集)

<価 格>

 PENS曲 for W i ndows

            ¥198,000(片 方 向)

専 門用 語辞 書(7分 野 パ ック)¥48,000(片 方 向)

※PENS船 は、沖電 気工 業(株)大 阪 ガス(株)

     (株)オ ー ジス総研 の登 録 商標 で す 。

※ys及 びMicrosoftは 、米 国 マイ クロ ソフ ト社 の

     登 録商 標 です 。

〈問い合わせ先 〉

沖 ソフ トウ ェア株式 会 社営 業部 営 業第2グ ル ー プ

   TEL. 03-3454-7831  FAX. 03-3798-7088

株式 会 社 オ ー ジス総 研 ア ドバ ンス トシス テ ム本 部

       ア ドバ ンス ト営 業部

    TEL.03-3779-2541  FAX. 03-3779-2543
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新製品の紹介

英日/日英機械翻訳支援システム
   ASTRANSAC (エ イエス トラ ンザ ック)

株式会社 東  芝

東 芝 は古 くか ら自然 言語 処理 技術 を研 究 して お り、

その成 果 の1っ と してASTRANSACを1986年

よ りASシ リーズ(*1)上 で 発売 して き ま した。

さ らに、1993年 よ りSun WSへ の ソフ トウ ェア のみ

の販 売 を して き ま した。

また 、1992年 に はASTRANSACの 翻訳 精 度 、

優 れ た イ ンタ フ ェースが認 め られ、(財)ソ フ トウ

ェア情 報 セ ンター よ り 「'92Software Products

of the Year」 の 「知識 情報 処 理部 門」を 受 賞 しま

した。

ASTRANSACに は オ プ シ ョ ンソフ トウ ェア と

して 、OCR機 能 も装 備 して お ります 。英 文を 読取

る 「AS-Reader」 、 日本 語 を読 取 る 「日本

語AS‐Reader」 を利 用 す るこ とで、原 稿 入

力 の時 間を短 縮 す るこ とが で きます 。

 この度 、ASTRANSACのV4.2を リ リース、そ

れ に伴 いOCR機 能 もバ ー ジ ョンア ップを 行 い、 さ

らに翻訳 の 品質 向上 、機 能 の充 実 をは か りま したの

で特 徴 、最新 バ ー ジ ョンを ご紹 介 い た します 。

・豊富な分野に対応できる専門辞書とユーザ辞書

情報処理、機械、政治経済、化学などの分野の専

門用語を提供 しています。またユーザ辞書には最

大20万語を登録でき、複数のユーザ辞書を作成す

ることができます。

・ユ ー ザ カス タ マイ ズ機能

:諜驚灘灘鵠麗驚論●
訳環境を画面の指示に従って簡単に設定できます

 また、設定した翻訳環境を保存して、文書の種類

に応 じて使い分けることもできます。この機能と

ユーザ辞書をあわせて活用すれば、よりユーザ事

情に適 した翻訳ができます。

・原稿をダイレクトに読み込める㏄R機 能

業界最高水準の東芝の㏄R技 術を応用 しました。

印刷された英語の文書も日本語の文書 も手元のス

キャナから簡単に入力できます。英文で99.7%、

和文で99.5%と いう極めて高い認識率を実現 しま

した。さらに、自動 レイアウ ト解析により複雑な

レイアウ トの原稿や縦書きの原稿 も認識できます

〈ASTRANSACの 特 長 〉

・翻 訳 ス ピー ドは10人 力

1時 間 あた りの翻 訳 語数 は なん と約60,000語(*2)

です 。

英文 な らA4・1枚(250words)、 和文 な ら400字 詰

め原稿 用紙1枚 を1分 程度 で高 速処 理 します 。 し

か もワー クステ ー シ ョンの性 能 向上 に と もな って

翻 訳 ス ピー ドが さ らにア ップ します。

・10万の文法ルールと意味 トランスファ方式

6万語の基本辞書や10万の構文ルールの採用、高度

な学習機能など東芝の自然言語処理技術を結集 し

ました。また、意味 トランスファ方式ですから、

訳文の正確性が一層向上 します。

'隻鞭 譲 話 温 薩
拠していまρ

のでコンピュータが初めての方でもアイコンとマ

ウス、そしてマルチウインドウを使って効率的に

翻訳作業を行えます。

そのうえ英語から日本語、日本語から英語という

翻訳の方向をボタン1つ で切 り替えることも可能

です。

〈最 新 バ ー ジ ョンの ご紹 介 〉

* ASTRANSAC(V4.2)

主 なバ ー ジ ョンア ップの 内容:
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・日英翻訳前編集支援機能

機械翻訳に不可欠なプレエディットを半自動化 し

ました。従来マニsア ルで説明していたプレエデ

ィこソトのポイント項目の一部を自動的に検出しま

す。書換え候補、ガイダンスメッセージをユーザ

に提示 します。検出項目は、長文、合成名詞、ひ

らがな語、辞書未登録語、冗長表現、接続表現、

否定表現、受身表現、連体中止表現、不適表現辞

書です。

この機能の追加により、プレエディッ トの時間短

縮及び翻訳結果の品質の向上がはかれます。

田Fに 保存 し、訳 文 をDocHaker3で 文書 を呼 び出

す と原 文 の レイ ア ウ トを再 現 で きます。 もち ろん

Docbakerの 文 書 に も対 応 して い ます 。

この機 能 の 追加 に よ り、翻 訳 後 の編集 の手 間 が省

け ます 。

・フ ァイル マ ネ ー ジ ャー イ ン ター フ ェース機 能

OpenWindowsのDeskSetの フ ァイ ルマ ネ ー ジ ャか

らのDrag&Dropに よ り文 書登 録 で き ます 。

この 機能 の追加 によ り、簡 単 に翻 訳 の文 書 の登録

が で きます 。

らiYこ  り す. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
儂脳:ipimR'S旬iO j¢■曽旧目㎜ 隠と  ro■i喝廟騨oi愉IMII:lgin■f

5馳聾o●」のC-OJIル に関Ψる』.MYJ.ラ馳㎜ 黒してくたさも㍉ 1・ ・・…

騨猶 惚 の鵬 賦 ついη乙 剛 顧 創1●i繭四 繍霜o了●■ba剛 鱒げ5馳 購1

,あ よぴオンラインτ1ア ル.r馳 ■■醜5制 解団騎 馳隅鳳り の鯛r蝕面rセ 頻 し

てください.層
r◎9によりnn}コ ンビ1一 タからフ7イルセリモート檎軍すaこ1ユ、門●,ス ペ。ヌ」ヒ字

,別 のコンビ ー4bコ ロン1:1,必 ■むフ,イ」陪,ス ペース文零,お よσ9分のコ

ンピ ー9上の迭リ先デ1レクトリSdiiて 入力しlt。1・ ・・・・・・・・…
rlgiMこ よリ.あ る酬腿コンビ1-9か ら剛卿 腿コンビ轟一9ヘログイン▼aこ とガe

εるので㌧別のオペレーティングシステム辮 動していaコ ンビ3-,ヘ ログインT6嘱

8の み.ω1崩 糊 ▼る櫨 がありST.1
㎜1縦 コンピュ脚夕8こ聞す轟ユーザ鴨暉陀膨示す硫,あ るtv:コンピュー9名

壱擢定し'湛唱8艦O一 加 薩加r献 よに勘コるΨぺてのコンビa-9に 蘭rる ユーザ

彌卿陛 襲示し2T91・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

uoま たIleYE7T一 トしているコンビa-4nら 励切コンビュ。タへ9イ アルアップ曝

.'.fnしF,t+18, L」奮増こよるリr一 トロワインの餓 あゐし胃コオンラインマニ1ア

tOIh●t闇 隠を麹図隣了したも噸匿&1犀 寡工スクープ文零(週回蓼C1齢RL噛1mわ

ちCTRL串 一を押し.目剛二大力roこ 】゚.串 一を鐸す〕を■暉■■■モの臓螂こヒ●ln

ot》rコ ンラFトに対しouIt蜀 帆 ヵしま了.

ll灘

..;;

彰.,.,.,『
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● 英・翻訳辞舗 集機能

  ユーザ辞書に登録されている単語や新規に登録す

  る単語の見出し語、訳語に対する複雑な属性設定、

  優先度の変更をウィンドウ上で容易に行うことが

  できます。

  この機能の追加により、複雑な属性設定などがで

  きるので、訳 し分けができるようになり、翻訳品

  質の向上がはかれます。

*AS‐Reader(V2.2)/

     日本 語AS-Reader(V1.2)

主 なバ ー ジ ョ ンア ップの 内容:

・イ メー ジ取 込 み機 能

従来 はテ キス ト部 分 のみ 認識 して いま したが 、 イ

メー ジ も取込 ん で 、 テ キス ト ・イ メー ジ混在 の

llOCMakerま た はUOCNaker3文 書 と して出力 で きる

よ うに な りま した 。

この機 能 の追 加 に よ り、翻 訳後 の編 集 の手 間 が省

け ます。

・イメージズー ミング機能

領域指定の段階で、読取り具合がわかるようにイ

メージを拡大 して表示できます。

この機能の追加により、読取 り具合が認識する前

にわかるので、スキャナの濃度設定の調整が容易

に行えます。

(*1)東 芝 のEWS(SunWSのOEH)

(*2)AS4080/SPARCstation 10使 用 時

(*3)llocNakerお よ び1㎞Maker3はFrame盈aker(

  Fra皿eNakerはFra皿e Technology C〔,rporationの

  登 録 商 標 で す)のbIFと 互 換 性 が あ り ま す 。

お問い合わせ先:

・D㏄ 肋ker3(*3)文 書 翻訳 機 能

DTPツ ールllocNaker3のMIF文 書 を 翻訳 で きます 。

従 来 のUocbakerよ り一 段 と高 機 能 なDTPツ ール

llocNaker3で 作 成 した文書 を 翻訳 し、 翻訳結 果を

(株)東 芝

  コ ン ビi一 タ事業 統 括部

  (03)3457-2725(ダ イ ヤル イ ン)
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技術早分かり

「統 計 手 法 を 利 用 し た 機 械 翻 訳 」

NTT情 報通信網研究所 永 田 昌 明

1は じめ に

 皆 さん は"Back to the Future"と い う映画 を

御 覧 に な りま したか? 主 人公 の高 校 生 マ ーテ ィの

友 人 で、科 学者 の ドクは 、30年前 の あ る朝 、っ まず い

て頭 を強 く打 った瞬 間に、 タイ ムマ シ ンの エ ンジ ン

を実現 す る画期 的 な アイ デ ィアを思 いっ きま した。

しか し、 それ には雷 に匹敵 す るよ うな非常 に大 きな

エ ネル ギ ー一が必 要 で 、当 時の技 術 で は とて も実現 不

可能 で した。

 ところが 、原 子 力 の進歩 が ドクの ア イデ ィアを実

現可 能 に します 。 ドクは 「原 子爆 弾 を作 ってや るか

ら」 と言 って 、 リビア人 ゲ リラをだ ま し、 プ ル トニ

ウムを 手 に入 れ ます 。 そ して 遂 に 、あ の タイ ム マ シ

ン 「デ ロ リア ン」を 完成 させ 、マ ーテ ィと と もに ン

ヨ ッピ ングモ ールの 駐車 場 で(こ の 辺 りが 如何 に も

ア メ リカ ら しい)タ イム トラベル の実験 を 行 な い ま

す。

 そ こへ 、 だ ま され た ことに気 づ い た リビア人が 彼

らに報復 す るため に武 装 して襲 撃 して き ます 。追 わ

れ る身 とな った マ ーテ ィは、デ ロ リア ンに乗 り込 み 、

必 死 の思 いで ア クセ ルを思 い き り踏 み込 み ます 。す

る と...。

 続 きは 映画 で お楽 しみ 頂 くと して 、 ここで皆 さん

に注 目 して頂 きた いのは 、昔 は実 現 不可 能 だ った ド

クの タイ ム マ シ ンの ア イデ ィアが 、 要素 技術(原 子

力)の 進 歩 に よ り実現 可能 にな った ことです 。

 Warren Weaverは 、1949年 に、統 計 的手 法 に よ る

機 械翻 訳 を提 案 しま した。彼 はShannonと と もに、

現 在 の 情報 理 論 の基 礎 を築 い た人物 で す 。1950年

代 か ら60年 代 に か けて は、e叩iricis皿 と呼 ばれ

る大 規模 な言 語 デ ー タを統 計的 に分 析 す る方 法論 が

計算 言語 学 の主流 を 占め てい ま した。 しか し、 当 時

は利 用 で き る言 語 デ ー タの量 が少 なか った上 に、計

算機 は 高価 で処 理能 力 も小 さ く、 この ア プ ローチ は

や がて行 き詰 ま って しまい ます。

 そ こへ 、あのCho罰skyが 登場 します 。 彼 は人 間 の

言 語能 力 を近 似す るモ デルを 作成 す るこ とを 目標 と

し、Wh一移 動 な どの 長距 離依 存 が扱 え な いShannon

のN-gra● モデ ル の代 案 と して独 自の文 法理 論 を提

案 しま した 。彼 の理 論 の よ うに、 言 語現 象 の基 底 に

存在 す る原 理 を 探求 す る方 法論 はrationalis● と呼

ばれ ます 。 そ して 、 この方 法論 が 、 そ の後 今 日まで

計 算 言語 学 の主 流 を 占め て き ま した。

 しか し、Cho皿sky流 の ア プ ローチ で は、 N-gramモ

デル が捉 え て い たよ うな人 間の言 語 運 用 の情 報が う

嘉繧替茸雛 窺撫 鰻 簾謡皇量●
し、その大部分は日常的には使用しない解釈である

ことからも明らかです。

 時は流れ、1980年代に入ると、計算機の性能が急

激に進歩し、多くの文書が電子化され始めます。ひ

と昔前の大型計算機以上の処理能力を持つワークス

テーションを研究者が一人で占有 し、一年分の新聞

や数十万語の辞書がw-Royで 手に入る時代になり

ました。そう、 ドクにとってのプル トニウムです。

こういう歴史的変遷を経て、現在の自然言語処理で

は 「統計に基づ く手法」あるいは 「コーパスに基づ

く手法」が再び主流の座を取り戻 しつっあります。

いわば 「Shannonの 逆襲」ですね。

 自然言語に対する統計的なアプローチは、まず音

声認識と形態素解析の分野で成功を収め、現在は、

欝鷹欝羅鍛羅勲淵訟瀦嶺●
 統 計 的 な手法 に基 づ く機 械翻 訳 の基 本 的 な枠組 み

は 、 ア メ リカのIB圖 のT. J. Watson研 究所 の 音声

認識 グル ー プ に いたPeter F. Brownに よ って 形成

され ま したBrown-et-a 190, BroWn-et-a 1,93。

 以 下で は 、Brown et aL,93に 基 づ いて 、 フ ラ ン

ス語 か ら英一語へ の翻 訳 を例 と して、 この 統計 的 な機

械 翻訳 につ いて 解 説 します 。

2言 語翻訳の確率 ・統計的モデル

一般に,あるフランス語の文fに 対する翻訳とし

ては、様々な英語の文が考え られ、そのどれを選ぶ
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かは好みの問題です。統計的機械翻訳では、全ての

英語の文eがfの 翻訳になりうると考え、全ての

文の対(e,f)に 対して確率Pr(eIf)を 割り当て

ます。ベイズの法則によれば次の関係が成り立ち、

    Pr(e)Pr(fle)Pr(elf)=

      Pr(f)
(1)

分 母 はeに 依存 しな いの で、Pr(e)Pr(fIe)を 最

大 にす るeを 選 べ ば 、フラ ンス語 を英 語 に翻 訳 す る

際 の誤 りを最 小 にで きます 。

e=arg m・x Pr(e)P・(fle)
    e

(2)

   一般に、英語文の事前確率Pr(e)を 言語モデル確

・  率(language皿odel probability)、 英 語 文が 与 え ら

  れ た 時の フラ ンス語 文 の条件 付 き確 率Pr(fie)を 翻

   訳 モ デル確 率(translation田odel probability)と

  呼 び ます 。式(eq:ml-translation)よ り、統 計 的機

  械翻 訳 を実 現 す る には 、言語 モデ ル確 率 の推 定 、翻

  訳 モ デル確 率 の推 定 、最 尤 英語 単語 列 の 探索 と い う

  三 っ の問題 を 解 か な ければ な らない ことが わか りま

  す 。

   ここで 「フ ラ ンス語 を 英語 に翻訳 す るな らPr(elf)

   を 推定 す れば 済 む では な いか 」 と い う疑 問 が生 じる

   か も しれ ませ ん 。 しか し、実験 的 にはPr(fIe)よ り

   も式(2)を 使 った方 が翻 訳 の質 が 良 いの です 。翻 訳 モ

   デルPr(fIe)は 、フ ラ ンス語 の 単語 列 に対 して語 彙 的

   に も配 列 的 に もほ ぼ対 応す る英語 の単 語 列 に対 して

  大 きな確率 を 与 え るの に対 して 、言語 モデ ルPr(e)は

   フ ラ ンス語 との 対応 は 関係 な く文 法 的 に正 しい英 語

・   の単語列に対 して大きな確率を与えるので、式(2)を

  使うと両者が協調的に働き、良い結果を生むようで

  す。

3二 言語コーパスの対応付け

言 語 モデ ルPr(e)は 、音 声 認識 で使 用 す る もの と

同 じで あ り、単言 語 コーパ スか ら推定 で きます 。しか

し、翻 訳 モ デ ルPr(fie)を 統 計的 に推 定 す るため に

は、 大量 の翻 訳例 が必 要 です 。

 同 じ内容 を二 っ の言語 で記 述 したテ キ ス トを並 行

テキ ス ト(parallel text)、 または二 言 語 コーパ ス

(bilingual oorpus)と 呼 び ます。 並行 テキ ス トは 、

機 械 翻訳 だけ で は な く、 二言語 辞書 編集(bilingual

lexioography)な どに と って 非 常 に有益 な言語 資源

なの で 、近 年 、文 レベル や単 語 レベ ル の対 応付 けを

並 行 テ キ ス トに対 して 自動 的 に付与 す る方法 の研 究

が非 常 に盛 ん で す。並 行 テ キ ス トと して は、 カナ ダ

の 国会議 事 録 で あ るHtinsardsが 有 名 です 。 この

Hansardコ ーパ スは 、機 械 可読 な1億 語以 上 の英 仏並

行 テキ ス トと して、統 計 的機 械 翻訳 の研 究 に広 く用

い られて い ます 。

 翻訳 例 を 得 る ため には 、 まず 、並 行 テ キス トを文

レベ ルで 対 応付 け る必 要 が あ ります 。 これ を文 対応

付 け(sentence a l ign圏ent)と 呼 び ます。 Hansardコ

ーパ スで は 、約90は 一 つ の英 語 文が一 っ の フラ ンス

語 文 と対 応 します が 、二 っの 文が 一 っの 文 に対 応 し

た り、対 応 す る文 が存 在 しない こ と も稀 で はあ りま

せ ん 。

 そ こで 、「対応 す る文 同士 の 長 さは ほぼ 等 しい」 と

い う性 質 を 用 いて 、動 的計 画法 によ り並行 テキ ス ト

の文 の対 応 を高 い精 度 で 付 け る手 法が 提 案 され ま し

た。[Brom-et-al gl a, Gale/Church91。]

 これ に対 して 、各 文 に含 まれ る単 語の 情報 を 用 い

る方法 も提 案 され て い ます[Kay/koesche i sen 93。]

英 語 とフ ラ ンス語 は 同 じ語源 の 単語(cottrwte word)

が 多 いので 、語 彙 情 報 は対応 付 け精 度 の 向上 に有効

です が 、処 理速 度 にやや 問題 が あ る よ うで す。

 現 在 で は、 単語 ・名詞 句 ・述 語構 造 な ど、文 の様

々 な構成 要 素 の 間 に対応 を付 与 す る研究 が行 なわ れ

て い ます が 、 次節 で は 、翻訳 モデ ルを解 説す る準備

と して 、単 語 の対 応 付 け(word-by-word a l i Rncent)

につ いて説 明 します 。

4単 語の対応付け

互 い に相手 の 翻訳 に な って い る文(単 語 列)の 対 を翻

訳(translation)と 呼 び、(Quelle heure est-iI?l

wit tine is it?)と い うよ うに、二っ の 文 を縦棒

で 区切 り括 弧 で 囲 む ことで表 します 。二 っ の文 の 間

の単 語 の対 応 付 け と は、 フ ラ ンス語 の各 単語 につ い

て 、 それ と対 応 す る英語 の 単語 を示 す ものです 。

 図1に 単語 対 応 の例 を示 します 。 図1で は英語

の単 語 と フラ ンス語 の単 語 の対 応を 線 で表 して い ま

すが 、この 線 の こ とを接 続(oonnect i on)と 呼 び ます 。

単語 対応 は 、(Le programe a 6t6 mis en appli-

cat ion   And the(1) progra●(2) has(3) been(4)

一37一



i叩le田ented(5,6,7))の よ うに、英語 の単 語 の後 ろに

それが 接 続 され る フ ラ ンス語 の単語 の位 置 を示 す こ

とで表 します 。

And the program has been implemented

/////ノ ＼
Le programme a ete mis en application

尤度 と呼 ぶ こ とに します 。フ ラ ンス語単 語 列fと 英

語単 語 列eが 互 いに翻訳 に な ってお り、そ の間 の単

語対 応 がaで あ るよ うな 同 時確率 分 布Pr(f,a, e)

を 考 え る と、翻訳(fie)の 尤度 は、 全て の単 語対 応

A(e,f)に 関す る条件 付 き確 率Pr(f,aIe)の 和 と し

て表 せ ます 。

Pr(fl・)= Pr(f,・1・)

    8

(3)

図1:垣 語 対 応 付 けの 例(Brown et al.,93よ り)

 統 計 的機械 翻 訳 で は、全 て の対応 付 け は(あ る確率

を伴 って)正 しい と考 え ます 。例 えば 、(Le progrance

a6t61DlS en apPlication lAnd (1,2,3,4,5,6,7)

the progra皿has been i叩le薗entd)も 可 能 な対 応 付

けの一 っで す が、その 確率 は 図1よ り もず っと小 さ

くな ります 。(fle)の 全 て の対 応付 けの集 合 を

A(e,f)と 表 し、その 中で最 も確率 が 大 きい対応 付 け

を ビタ ビ対 応(Viterbi align田ent)と 呼 び、 V(elf)

と表 します 。

5翻 訳モデルの推定

 言語 現象 は非 常 に変化 に富ん で い るの で,Pr(fIe)

の分布 を正確 に求 め る ことは実 際 に は不可 能 で す。

そ こで 、言 語 翻訳 に十分 な精度 を持 っPr(fIe)の 近似

モ デル(翻 訳 モデ ル)を 如 何 に構 築す るかが 統 計的

機 械翻訳 の 中心 的研 究 課題 にな ります。 こ こで は 、

最 も代 表的 な翻 訳 モ デル で あ るBrown et al.,90

を紹 介 します。

 英 語 のtheは 、通常 は フラ ンス語 の1e, la, r

など に翻 訳 され ますが 、 フラ ンス語 で は省 略 され る

こと もあ り ます 。ま た英 語 のonlyは 通 常 はseule皿ent

に翻 訳 され るが 、二 つ の単 語ne…queに 翻訳 され る

こと もあ ります 。そ こで 、あ る単語 対応 にお いて 英語

の 単語eが 接 続 され るフ ラ ンス語 の単語 の数 をe

の 繁殖 力(fertility)と 呼 ぶ ことに します 。

 ま た、 フ ラ ンス語文 字列 の最 初の 単語 は英語 文字

列 の最 初 の単 語 に接続 され る こ とが 多 いで す し、 フ

ラ ンス語 の最後 の単語 は英語 の最 後 の 単語 に接 続 さ

れ る ことが 多 いです 。 しか し、フ ラ ンス語 の単 語 と、

それが 接続 され て い る英 語 の単 語が 離 れ た位置 に現

れ る こと もあ ります 。 この現 象 を歪 み(distortion)

と呼ぶ こ とに します 。

 以下 で は 、条件 付 き確 率Pr(fie)を 翻訳(f,e)の

Pr(f,aIe)を モデ ル化 す る ため に、翻 訳 過程 が 次

の3つ のス テ ップか ら構成 され て い ると仮 定 します。

(1)ま ず 、英 語の 各 単語 につ いて 、 それ が接 続 され

るフ ラ ンス語 の単 語数 を 決 め る。(2)次 に、これ らの

二鰯 灘 灘 ζ雰錨 灘 二1誕琶●
て、この翻訳過程に対応 して、次の3っ の翻訳モデ

ルのパラメタを定義 します。

・繁 殖 確率(fertility probability)n(φIe);英 語

の 単語eが φ個 の フラ ンス語 の 単語 に接 続 され る

確率

・翻訳 確 率(translation probability)t(fle):英 語

の単語eが フ ラ ンス語 の 単語fに 翻訳 され る確 率

・歪 み確 率(distortion probability)d(jIi ,1,m):

英 語 単語 列 の長 さが1で 、フラ ンス語 単語 列 の長 さ

が 田 の 時 に、 英語 の 単語 位 置iが フ ラ ンス語 の単

語位 置jに 接 続 され る確 率

もし、。れらの翻訳モデルのパラ、タカ、求ま轍 ●

あ る対応 付 けに 関す るPr(f,ale)を 計 算 で き ます 。

例 え ば 、 図1の 対 応 付 けの確 率 は 、以 下 の よ うに な

ります 。

Pr(f,a}e)=

n(Oldnd)

n(llthe)t(lelthe)d(112,6,7)

n(lIProgra皿)t(progra皿 置K}lProgra皿)d(213,6,7)

n(llhas)t(alhas)d(314,6,7)

n(llbeen)t(ete I been)d(415,6,7)

n(31inplenented)t(口isli駆ple1陀nted)d(516, b,7)

  t(en l implenented)d(616,6,7)
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t(aPPlication巨 叩le匿 匠刑ted)d(716,6,7)

   もし、Pr(f,ale)が 求まれば、式(3)よ り、全ての

  対応付けに関する和から翻訳の尤度Pr(fje)が 求ま

  ります。従って、何らかの方法で翻訳モデルのパラ

  メタを推定できれば、翻訳の尤度が求まるので、入

  力に対する最尤な翻訳出力や、入力と出力の間の最

  尤な対応付けを決めることができます。

   統計に基づ く手法では、Vii{練データr呼 ばれる翻

  訳の集合の尤度を最大にするように翻訳モデルのパ

  ラメタを決定 します。これを最尤推定法と呼びます。

   ここで、翻訳の集合の尤度は、個々の翻訳の尤度

  の積です。一般に、統計に基づ く手法では、最尤推

  定値を求めるのにEY(期 待題最大化:εxpectat亙on

  Yzxi●ization)ア ルゴリズムを用います。このアル

・  ゴリズムでは、パラメタに対 して適当な初期値を与

  え、前回のパラメタの推定値を用いて新 しいパラメ

  タの推定値を求めるという手順を繰り返 します。ち

  ょうど高校の数学で習う漸化式の要領です。この繰

  り返 しにより、パラメタは(局所的な)最適値に収束

  することが証明されています。

   しか し、実際には、式(3)は 非常に大量の計算を

  必要とするので、Brown et al.,93で は、ビタビ

  対応V(e,f)の 近傍(ne i ghborhood)と いう概念を導

  入 し、比較的大きな確率を持つ対応付けだけに関す

  る和でEHア ルゴ リズムの計算を近似 しています。

   最後 に、 図2[fib:trans-fertile-prob]に 、英語

  のtheの 翻 訳 確 率 と繁殖 確 率 をHansardコ ーパ スか

  ら求 め た結 果 を 示 します 。 これ よ りtheはle, la,

   les,17な どに翻 訳 され るが 、フ ラ ンス語 に は翻 訳

・
  参考文献

されない(繁殖力が0に なる)場 合 もあることがわ

かります。

ノ t(∫le)

le

is

les

1'

ce

cette

0.497

0.20

0.155

0.086

0.Ol8

0.oii

φ n(φle)

1  0.746

0  0.254

図2theの 翻 訳確 率 と繁殖 確 率(Brown et a 1.,93

  よ り)

6お わ りに

 如何 で しょ う?機 械翻 訳 への統 計 的 ア プ ローチ

にっ いて 少 しは理解 して 頂 けま したか?Brownの 手

法 は 、 自 己組 織 的(self-organizi㎎)で あ るこ と、

す な わ ち、 対象 とす るデ ー タか ら言語 モ デ ルを 自動

的 に学 習 す る ことに重 点 を 置い てい るの で 、言 語 学

的 に見 る と翻 訳 のモ デル と して は稚 拙 に感 じるか も

しれ ませ ん 。 しか し、 その 副産物 で あ る対応 付 き二

言 語 コーパ ス や翻訳 モデ ル確率 は、既 存 の機 械 翻訳

システ ム に と って も非 常 に有 益 な情 報を 含 んで い ま

す。

 ちな み にPeter Brownは 、その後 、確 率 ・統 計 モ

デ ルの腕 を 買わ れてIBYか ら金 融業 界へ 転 身 し、大

金持 ちに な った そ うです 。 こん な と ころ に もア メ リ

カ ン ドリー ムが 潜ん で い るあ た り、や は り、 この 国

は懐 が 深 い と思 い ます 。

C17Brown P. F. et al.,  AStatistical Approach to Machine Translation",Computational Linguistics, Vo1.16, No.2, pp.79-

 85, 1390.

[2〕Brom P. F. et al., Aligning Sentences ill Parallel Corpora'㌧ACL-91, pp.169-176,1991.

C376rown P. F. et al.,  The Mathematics of Statistical Machine Translation:Parameter Estimation",  Computational Lin

 Kuistics, Vo1.19, No.2, PP・263-311, 1993.

C4]Gale, N. A.,and Church, K. N., AProgran for Aligning Sentences inBilingual Corpora",ACL-91, pp.177-184,1991.

[5]1(ay, 望., a1KI R o scheisen, 置.,  Text-Translation Align罰ent",Co叩utational Linguistics, Vol.19,   No.1, PP.121-142,

 1993.

永 田 昌 明    NTT情 報 通 信 網 研 究 所 メ ッセ ー ジ シス テ ム研 究 部

Yasaaki NAGATA,  N7T Network informat ion Systems laboratories

      (Te l) 0468-59-2796  (Fax) 04〔}8-59-3428

      (E-mail) nagatagnttnly. utt. jp
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協 麟 摺 動 犠 灘 轍 縷

第1回 理 事 会5月10日

監    査4月21日

運 営 委 員 会4月26日

財 務 委 員 会4月12日

利用技術研究会4月7日

      5月13日

      6月1日

例文評価研究会4月22日

      6月3日

需要予測研究会4月14日

      5月26日

翻訳現場見学会4月6日

①93年度事業報告案②93年度決算報告案③役員改選案④その他

①93年度収支計算書②期末貸借対照表③財産目録④詳細帳票類

①理事会上程議案審議②総会、セ ミナー開催案③会員の動向

①決算案検討②94年 度収入見直 し

①パソコン翻訳ソフト実態調査②ユーザ訪問調査結果報告

① ヒアリング 「プロトコル」②報告書のまとめ方

①項目別報告内容検討

① ヒア リング「凸版EDMT」 ②例文評価のまとめ③論文提出審議

①報告書案②ネイティブチェック文例評価

①普及外部要因検討②パソコン翻訳ソフト調査検討

①調査結果検討②将来予測数値検討③内外普及要因検討

浜松 「データプロセス研究所」

楽瞭麟 織 切)紹 灘
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第4回 通 常 総 会

日

場

時 平成6年6月22日 午後4時 ～5時 (機 械翻 訳 セ ミナ ー終 了後)

所 機 械振 興会 館B2大 ホ ール

       (東京都港区芝公園3-5-8会 場連絡先03-3434-8216)

議 案(骨 子) 第1号 議案 93年 度事業報告及 び決算報告(案)

         ①利用技術、例文評価、需要予測、制限言語など 延べ27回に及ぶ研究会活動、機械翻訳

          サ ミット、チュー トリアル、ワークショップ、翻訳現場 見学会、研究成果報告会等の

          事業活動、AAHTジャーナル、MT二1 ズレター、技術文献頒布等の広報活動にっいて

          報告する

         ②当期収入15,210千 円(内会費収入14,364千 円)支出14,651千 円、収支差額560千円、前

          期繰り越 し金15,737千 円と共に時期に繰り越す案件

第2号 議案 94年 度事業計画 及び予算案

  (1)情報発信基盤強化のため調査研究活動を積極化、ユーザの利用技術向上をはかるた

   めの講習会の開催、利用ガイ ドラインの設定、関連団体との連携による普及活動の

   活発化、国内外の研究、技術、利用情報の収集を行い、広報誌等を通じて機械翻訳に

   関する情報の提供などの活動を推進 して行 く。

  ②当期収入32,417千 円(内繰り越し15,733千円)支 出は調査研究活動費、事業費、事務

   諸費23,210千 円の支出予算案

第3号 議案 役員の改選案

  任期(2年)満 了に伴い、理事及び幹事の改選を行う

  会長、副会長は新理事会で互選される

第4号 議案 その他会員提案事案

・尚総会欠席者、代理出席者の委任状提出期限は6月15日 です。

・通常総会会場へは営団地下鉄 日比谷線 神谷町駅下車 徒歩7分

       都営地下鉄 三田線 御成門駅下車 徒歩7分

       都営地下鉄 浅草線 大門駅下車 徒歩12分
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